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一
、
資
料
紹
介
の
目
的
と
意
義

　

歴
史
研
究
全
体
に
と
っ
て
、
紙
に
よ
る
文
書
資
料
の
保
存
と
と
も
に
そ
の
デ
ジ
タ

ル
化
と
共
有
化
が
急
が
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
前
提
に
本
稿
は
、
日
本
植
民

地
期
に
作
成
さ
れ
、
同
校
で
保
存
さ
れ
て
き
た
『
高
雄
第
一
公
学
校
（
旗
津
国
民
小

学
）
沿
革
誌
』
を
翻
刻
、
公
開
し
、
当
該
時
期
の
教
育
の
歴
史
に
接
近
す
る
。
公
学

校
と
は
、
台
湾
植
民
地
化
後
の
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
四
一
年
に
国
民
学
校
に
名
称

変
更
す
る
ま
で
存
在
し
た
台
湾
人
（
国
語
ヲ
常
用
セ
サ
ル
者
）
を
対
象
と
す
る
初
等

教
育
機
関
で
あ
る

（
（
（

。

　

高
雄
第
一
公
学
校
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
新
井
淑
子
が
植
民
地
期
台
湾
の
女
性
教

員
の
経
験
に
着
目
し
、
聞
き
取
り
調
査
に
も
と
づ
い
た
ビ
ビ
ッ
ド
な
記
録
の
中
で
取

り
上
げ
て
い
る

（
（
（

。
新
井
の
研
究
か
ら
十
年
以
上
を
経
て
、
当
事
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
と
づ
き
歴
史
像
を
描
く
方
法
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
現
在
、

あ
ら
た
め
て
文
書
記
録
の
所
在
確
認
お
よ
び
保
存
、
公
開
の
必
要
性
が
問
い
直
さ
れ

資
料
紹
介

『
高
雄
第
一公
学
校（
旗
津
国
民
小
学
）沿
革
誌
』植
民
地
期
台
湾
の
教
育
史

ね
ば
な
ら
な
い
。
同
校
が
百
年
を
超
え
て
管
理
を
行
っ
て
き
た
文
書
資
料
群
は
、
植

民
地
で
あ
っ
た
台
湾
の
一
地
域
か
ら
近
代
学
校
史
を
照
射
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
日
本
で
ひ
ろ
く
公
開
さ
れ
る
価
値
を
持
つ
。
本
稿
を
通
じ
、
同
校
沿
革
誌
の
な

か
の
日
本
植
民
地
期
の
部
分
を
翻
刻
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、「
学
校
沿
革
誌
」（
以
下
、
一
般
名
詞
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
学
校

沿
革
誌
（
カ
ッ
コ
な
し
）、
と
く
に
高
雄
第
一
公
学
校
沿
革
誌
を
い
う
場
合
は
「
沿

革
誌
」（
カ
ッ
コ
あ
り
）
と
す
る
）
に
関
わ
る
制
度
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
日
本
国

内
の
学
校
で
備
え
る
べ
き
表
簿
を
学
校
備
付
表
簿
と
呼
ぶ
。
学
校
備
付
表
簿
の
う
ち

学
籍
簿
や
出
席
簿
は
一
九
〇
〇
年
小
学
校
令
施
行
規
則
（
の
ち
国
民
学
校
令
施
行
規

則
を
経
て
戦
後
は
学
校
教
育
法
施
行
規
則

（
（
（

） 

に
お
い
て
指
定
さ
れ
、
対
す
る
学
校
沿

革
誌
は
そ
の
学
校
を
設
置
す
る
自
治
体
が
区
々
に
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
同

じ
学
校
備
付
表
簿
と
い
え
ど
も
、
学
籍
簿
と
出
席
簿
は
大
き
く
全
国
一
律
の
法
律

（
文
部
省
令
）
で
、
学
校
沿
革
誌
は
自
治
体
の
責
任
で
と
い
う
広
狭
二
重
の
し
く
み

が
段
階
的
に
構
築
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
学
校
沿
革
誌
に
か
か
わ
る
先
行
研
究

に
よ
れ
ば
、
地
域
ご
と
に
細
則
を
設
け
て
学
校
沿
革
誌
が
作
成
さ
れ
始
め
る
の
は
、
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一
八
八
〇
年
代
末
以
降
だ
と
い
う（

（
（

 

。

　

ち
ょ
う
ど
日
本
国
内
で
、
学
校
備
付
表
簿
に
関
す
る
こ
う
し
た
二
重
の
体
制
が
広

ま
り
始
め
た
と
き
に
、
日
清
戦
争
を
経
て
台
湾
で
は
台
湾
総
督
府
を
通
じ
た
学
務
行

政
が
開
始
さ
れ
た
。
台
湾
に
お
け
る
学
校
沿
革
誌
の
作
成
も
ま
た
、
一
八
九
七
年
に

は
台
南
県
の
県
令
に
確
認
で
き
る
と
い
う

（
（
（

。
一
八
九
九
年
に
は
、「
台
湾
小
学
校
及

台
湾
公
学
校
諸
長
簿
ニ
関
ス
ル
件
」（
明
治
三
二
年
一
二
月
内
訓
第
五
十
七
号
）
に

よ
っ
て
「
官
公
立
各
学
校
ニ
備
ヘ
置
ク
ヘ
キ
諸
帳
簿
」
と
し
て
以
下
を
一
九
〇
〇
年

一
月
ま
で
に
「
悉
皆
整
理
」
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
た

（
（
（

。

一　

生
徒
学
籍
簿　

二　

職
員
名
簿
及
履
歴
書　

三　

学
校
沿
革
誌　

四　

学

事
ニ
関
ス
ル
諸
規
則
及
公
文
書
類　

五　

教
授
細
目
及
教
案
並
教
授
管
理
訓
練

ニ
関
ス
ル
記
録　

六　

生
徒
賞
罰
ニ
関
ス
ル
記
録　

七　

生
徒
卒
業
及
修
業
証

書
ノ
台
帳　

八　

試
験
問
題
及
成
績
表　

九　

教
授
用
器
械
図
書
標
本
及
校
具

目
録　

十　

統
計
報
告
ニ
関
ス
ル
諸
表
簿　

十
一　

学
校
日
誌　

十
二　

職
員

出
勤
簿　

十
三　

生
徒
出
席
簿　

十
四　

会
計
ニ
関
ス
ル
諸
帳
簿　

十
五　

学

校
資
産
ニ
関
ス
ル
書
類
並
記
録

　

学
校
備
付
表
簿
に
か
か
わ
っ
て
は
、
台
湾
総
督
府
と
台
湾
各
県
（
ま
た
は
庁
）
と

の
二
重
の
執
行
主
体
に
よ
り
、
日
本
内
地
で
形
を
作
り
つ
つ
あ
っ
た
段
階
の
法
制
度

が
移
入
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
他
方
一
九
一
一
年
に
「
併
合
」
さ
れ
た
朝
鮮
で
は
、

学
校
沿
革
誌
で
な
く
「
学
校
一
覧
」
が
朝
鮮
教
育
令
下
の
普
通
学
校
規
程
（
の
ち
小

学
校
規
程
、
国
民
学
校
規
程
）
で
義
務
づ
け
ら
れ
た

（
（
（

。
し
か
し
朝
鮮
に
学
校
沿
革
誌

が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
規
程
に
「
道
知
事
ノ
必
要
ト
認
ム
ル
表
簿
」
と
い

う
項
目
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
慶
尚
南
道
令
で
は
学
校
沿
革
誌
が
定
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る

（
（
（

。

　

概
ね
学
籍
簿
や
出
席
簿
は
全
国
的
に
、
沿
革
誌
は
地
方
学
務
行
政
に
主
管
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
、台
湾
も
朝
鮮
も
日
本
国
内
と
共
通
す
る
。
し
か
し
全
国
（
台
湾
全
島
、

朝
鮮
全
土
）
を
カ
バ
ー
す
る
法
制
度
の
部
分
で
は
、
何
を
作
成
・
保
存
し
、
そ
れ
ら

を
ど
う
呼
称
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
一
定
の
振
れ
幅
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

（
（
（

。

二
、
高
雄
（
打
狗
）
と
旗
津
の
概
要

　

台
湾
の
南
の
玄
関
口
で
あ
る
高
雄
（
一
九
二
〇
年
ま
で
は
打
狗
）
は
清
末
に
開
港

し
て
人
の
往
来
が
盛
ん
に
な
り
は
じ
め
た
が
、
当
初
は
隣
接
す
る
鳳
山
街
、
屏
東
街

に
比
し
て
「
寒
村
」
で
あ
っ
た
（
打
狗
は
街
庄
制
の
街
で
は
な
か
っ
た
）。
か
つ
て

旗
後
と
呼
称
し
た
旗
津
は
、
台
湾
の
南
端
、
高
雄
湾
に
突
き
出
た
砂
嘴
で
あ
る
旗
津

半
島
の
北
端
に
位
置
す
る
。
日
清
戦
争
、
台
湾
植
民
地
化
後
に
移
住
し
て
き
た
日

本
人
の
多
く
が
対
岸
の
陸
地
で
あ
る
鼓
山
（
哨
船
頭
）、
鹽

埔
に
居
住
し
、
旗
後
、

鼓
山
（
哨
船
頭
）、
鹽

埔
の
三
地
区
に
分
か
れ
て
市
街
地
域
形
成
が
行
わ
れ
た

（
（1
（

。

　

一
九
〇
〇
年
代
初
頭
、
打
狗
が
台
湾
を
縦
貫
す
る
鉄
道
の
終
点
と
な
り
、

一
九
二
〇
年
に
漢
字
の
地
名
表
記
を
変
更
し
て
高
雄
州
が
設
置
さ
れ
（
そ
れ
ま
で
は

台
南
州
打
狗
）、
さ
ら
に
翌
二
一
年
に
高
雄
州
の
な
か
の
一
つ
の
市
と
し
て
高
雄
市

が
設
置
さ
れ
た
。
北
部
の
基
隆
と
並
び
立
つ
要
港
と
し
て
築
港
工
事
が
重
ね
ら
れ
、

や
が
て
高
雄
州
庁
も
屏
東
街
か
ら
移
転
し
、
砂
糖
や
米
、
工
業
生
産
物
を
輸
移
出

す
る
南
部
の
重
要
港
湾
へ
と
姿
を
変
え
た
の
が
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
で
あ

る
。
め
ま
ぐ
る
し
い
変
転
の
な
か
で
、
高
雄
は
人
の
移
動
が
と
り
わ
け
多
い
地
域
と

い
う
特
徴
を
持
つ
に
い
た
る
。
浅
野
セ
メ
ン
ト
や
大
阪
商
船
な
ど
大
規
模
な
日
本
資

本
が
進
出
し
、
日
本
内
地
ば
か
り
で
な
く
中
国
本
土
や
朝
鮮
半
島
か
ら
も
移
住
す
る

人
々
が
多
か
っ
た
。

三
、
高
雄
第
一
公
学
校
の
概
要
と
沿
革
誌

　（
一
）　
高
雄
第
一
公
学
校

　

高
雄
第
一
公
学
校
（
現
在
の
高
雄
市
旗
津
区
旗
津
国
民
小
学
）
は
、
一
八
九
七
年

に
日
本
人
在
住
者
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
国
語
伝
習
所
に
は
じ
ま
る
。
翌
九
八
年
七
月

に
公
布
さ
れ
た
台
湾
公
学
校
令
に
も
と
づ
き
同
年
打
狗
公
学
校
と
し
て
開
校
し
、
高

雄
へ
の
表
記
変
更
と
市
制
実
施
に
と
も
な
い
高
雄
市
立
高
雄
第
一
公
学
校
と
改
称
、

一
九
三
七
年
に
は
高
雄
市
立
平
和
公
学
校
、
四
一
年
に
は
高
雄
市
立
平
和
国
民
学
校

と
な
る
。
日
本
の
敗
戦
後
は
四
五
年
一
〇
月
に
高
雄
第
一
国
民
学
校
、
翌
年
に
は
旗
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図1　高雄と旗津の位置　出典　『高雄州要覧』台湾日日新報社，1925 年。
　　 　引用にあたりトリミングし矢印等書き加えた。

写真1　旗津国民小学校舎ピロティ壁面　（2016 年 8 月筆者撮影）。
　　　　 下段左から職員，卒業生，神社参拝，男女児童の頭髪の様子を写した写真。

津
国
民
学
校
と
な
り
、
さ
ら
に
六
八
年
以
降
現
在
ま
で
旗
津
国
民
小
学
と
い
う
名

称
に
な
っ
て
い
る
。
同
校
は
開
設
当
初
か
ら
一
七
年
間
、
現
在
地
か
ら
約
一
キ
ロ
離

れ
た
旗
後
臨
水
宮
の
敷
地
内
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
現
校
地
へ
と
移
転
し
た
の
は

一
九
一
四
年
で
あ
っ
た

（
（1
（

。

　

一
九
九
七
年
に
は
創
立
百
周
年
記
念
誌
を
刊
行
、
二
〇
二
〇
年
に
は
一
二
四
年
目

と
な
る
。
現
在
同
校
に
は
校
史
室
が
設
置
さ
れ
、『
公
学
校
唱
歌
』『
公
学
校
用
硬
筆

書
方
練
習
帖
』「
算
術
簿
」
な
ど
植
民
地
期
に
使
用
さ
れ
た
教
科
書
や
ノ
ー
ト
、
通

知
表
（
他
校
で
使
用
さ
れ
た
も
の
を
含
む
）
の
展
示
が
あ
る
ほ
か
、
校
内
で
は
『
学

校
沿
革
誌
』、『
卒
業
生
台
帳
』、『
卒
業
記
念
写
真
帖
』、
歴
代
の
学
校
印
や
卒
業
証

書
な
ど
が
整
理
、
保
存
さ
れ
、
一
階
ピ
ロ
テ
ィ
の
壁
面
に
は
、
植
民
地
期
か
ら
の
同

校
の
歴
史
が
写
真
ボ
ー
ド
に
し
て
大
き
く
掲
示
さ
れ
て
い
る
（
写
真
参
照
）。
ま
た
、

高
雄
市
政
府
教
育
局
の
設
置
し
た
「
旗
小
旧
事
」
と
題
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
打
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打
狗
公
学
校
か
ら
高
雄
第
一
公
学
校
、
平
和
公
学
校
な
ど
と
改
称
し
つ
つ
規
模
が

大
き
く
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
表
2
に
示
す
よ
う
に
、
そ
の
分
校
、
分
教
場
が
周

辺
地
域
の
学
校
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

の
ち
の
旗
津
国
民
小
学
と
な
る
打
狗
公
学
校
は
、
一
九
二
一
年
に
は
簡
易
商
業
学

校
（
（1
（

と
高
雄
第
二
幼
稚
園
を
併
置
、
一
九
三
八
年
ま
で
に
四
校
の
公
学
校
が
同
校
の
分

教
場
等
か
ら
分
離
独
立
し
公
学
校
（
国
民
学
校
を
経
て
国
民
小
学
）
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
近
代
教
育
機
関
が
地
域
に
展
開
す
る
母
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
も
、
同
校
の
特
徴
と
い
え
る

（
（1
（

。

　
（
二
）　
児
童
の
入
退
学
―
女
児
、
外
国
籍
児
童
―

　
「
沿
革
誌
」
に
は
、「
貧
富
ノ
懸
隔
甚
シ
ク
住
民
ノ
大
部
分
ハ
水
上
ニ
生
活
ス
ル
漁

夫
ナ
リ
」と
記
さ
れ
る

（
（1
（

。創
立
か
ら
一
〇
年
以
上
は
児
童
の
確
保
が
ま
ま
な
ら
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
一
九
〇
七
年
以
降
は
「
年
間
一
円
二
〇
銭
ノ
授
業
料
」
を
徴
収
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
児
童
の
確
保
は
な
お
困
難
に
な
っ
た

（
（1
（

。
同
校
に
初
め
て
女
児
が
入
学

し
た
の
が
同
じ
一
九
〇
七
年
で
あ
る
が
年
度
内
に
は
三
二
名
の
女
児
在
学
者
が
「
全

滅
」
し
た
。
女
児
を
入
学
さ
せ
る
た
め
に
学
校
は
保
護
者
と
の
「
約
束
」
に
よ
り
女

狗
公
学
校
の
設
置
認
可
な
ど
、「
沿
革
誌
」
に
は
見
ら
れ
な
い
開
校
前
の
文
書
が
一

部
公
開
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

　

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
校
は
た
び
た
び
校
名
変
更
を
経
験
し
て
き
た
。
い
ず
れ

も
政
治
や
行
政
編
成
上
の
都
合
な
ど
、
学
校
外
の
事
情
に
翻
弄
さ
れ
た
同
校
の
歴
史

を
如
実
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
同
校
の
歴
史
の
中
で
も
っ
と
も
長
く
使
用
さ

れ
て
い
る
の
は
、
現
在
の
校
名
で
あ
る
旗
津
国
民
小
学
で
あ
る
。
植
民
地
期
の
校
名

は
、
は
じ
め
は
打
狗
公
学
校
で
あ
っ
た
が
、
解
放
ま
で
の
あ
い
だ
で
も
っ
と
も
長

期
間
だ
っ
た
の
は
旗
津
第
一
公
学
校
で
あ
る
。
本
稿
は
同
校
の
植
民
地
期
の
部
分
を

翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、「
高
雄
第
一
公
学
校
（
旗
津
国
民
小
学
）

沿
革
誌
」
と
し
た

（
（1
（

。

　（
二
）　「
沿
革
誌
」
の
概
要

　
「
沿
革
誌
」
は
、
他
校
同
様
に
編
年
体
、
加
除
式
、
縦
二
つ
折
り
式
罫
紙
の
綴
り

で
あ
る
。
罫
紙
は
表
1
に
示
し
た
各
項
目
の
あ
い
だ
に
白
葉
が
数
枚
綴
じ
こ
ま
れ
、

通
し
番
号
が
振
ら
れ
て
お
り
、
総
計
で
お
よ
そ
二
百
葉
か
ら
成
る
。
光
復
後
も
同
一

の
簿
冊
に
部
分
的
で
は
あ
る
が
近
年
ま
で
書
き
継
が
れ
た
。
本
稿
で
は
原
則
と
し
て

一
九
四
五
年
ま
で
を
翻
刻
し
た

（
（1
（

。
原
本
に
付
さ
れ
た
通
し
番
号
に
従
え
ば
表
1
の
よ

う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
沿
革
誌
」
上
で
は
は
じ
め
に
「
目
次
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
目
次
の
タ
イ
ト

ル
・
項
目
と
実
際
の
頁
に
記
載
さ
れ
た
そ
れ
ら
と
は
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
る
。
表
1
は
実
際
に
記
載
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
に
拠
っ
た
。
ま
た
、「
沿
革
誌
」
目

次
上
で
は
最
後
に
「
衛
生
」
と
項
目
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
綴
じ
ら

れ
て
い
な
い
。以
前
あ
っ
た
も
の
が
除
か
れ
た
の
か
、は
じ
め
か
ら
記
載
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

四
、「
沿
革
誌
」
か
ら
歴
史
を
読
む

　（
一
）　
近
代
教
育
機
関
と
し
て
の
展
開

12-15 創立当時ノ事情

15 左 -62 右 沿革

110-111 歴代校長

112-123 右 職員

123-125 右 歴代教導主任（光復後）

135-137 学級及児童

138-141 右 光復後【学級及児童】

145-148 右 入学及退学児童

165-169 卒業生

180 校地校舎及付属建物

181-183 校舎及付属建物

185 職員宿舎及付属建物

表1　「沿革誌」の構成
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表2　打狗公学校の展開

性
教
員
を
雇
用
し
た
が
、年
度
末
に
そ
の
教
員
を
解
雇
し
た
。
入
学
に
あ
た
っ
て「
勧

誘
」
と
「
自
然
入
学
」
と
い
う
表
現
が
本
沿
革
誌
で
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
自
然

入
学
」
で
女
児
が
入
学
す
る
の
は
、
一
九
一
一
年
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、初
の
女
児
「
自
然
入
学
」
が
一
九
一
一
年
で
あ
る
こ
と
は
、珍
し
い
ケ
ー

ス
で
は
な
い
。
打
狗
公
学
校
を
所
管
し
た
当
時
の
台
南
庁
の
女
児
の
公
学
校
就
学
率

は
、
一
九
一
四
年
で
一
．
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
男
女
合
わ
せ
て
六
．
三
パ
ー
セ
ン
ト
）、

三
年
後
の
一
九
一
七
年
で
二
．〇
パ
ー
セ
ン
ト（
男
女
合
わ
せ
て
八
．八
パ
ー
セ
ン
ト
）

で
あ
っ
た

（
（1
（

。
ま
た
、外
国
人
児
童
の
在
籍
数
に
つ
い
て
、「
沿
革
誌
」
の
一
九
二
九
（
昭

和
四
）
年
か
ら
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
ま
で
男
女
別
の
数
と
総
計
が
記
載
さ
れ

て
い
る
点
が
関
心
を
引
く

（
（2
（

。
外
国
人
の
在
学
の
う
ち
総
計
を
摘
出
し
て
み
れ
ば
、
表

3
の
よ
う
に
な
る
。
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
か
ら
三
八
年
の
一
年
間
で
、
急
激

な
「
外
国
人
」
児
童
の
大
き
な
変
動
、
と
く
に
三
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
二
〇
名

減
少
し
た
と
さ
れ
る
点
に
注
目
し
た
い
。

　

表
3
、
4
か
ら
、
日
中
戦
争
の
本
格
化
に
よ
り
中
華
民
国
籍
の
人
々
が
対
岸
へ
と

引
き
揚
げ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
公
学
校
の
外
国
人
児
童
数
も
一
九
三
七
年
か
ら
翌

年
に
か
け
て
二
〇
名
の
減
少
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
四
〇
年
代

に
な
る
と
朝
鮮
籍
民
が
激
増
し
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（2
（

。「
外
国
人
」
児
童
を
析
出
し
集

計
す
る
行
為
、
お
よ
び
そ
の
数
の
変
遷
は
、「
帝
国
日
本
」
内
の
位
置
づ
け
や
戦
況

に
と
も
な
う
人
の
移
動
を
間
接
的
に
反
映
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　（
三
）　
校
長
、
教
員

　
「
沿
革
誌
」
の
「
歴
代
校
長
」「
職
員
」
の
項
目
に
よ
れ
ば
、
公
学
校
時
代
の
台
湾

人
教
員
や
卒
業
生
が
光
復
後
の
混
乱
期
に
学
校
を
支
え
る
人
材
と
し
て
戻
る
事
例
が

み
ら
れ
る
。
光
復
後
初
代
校
長
と
し
て
着
任
し
た
の
は
林
守
盤
訓
導
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
林
の
あ
と
を
継
い
だ
蔡
榮
霖
も
ま
た
、
一
九
三
三
年
か
ら
四
四
年
に
か
け
て
訓

導
を
務
め
た
。
校
長
以
外
に
も
、
副
校
長
・
教
頭
に
該
当
す
る
教
務
（
教
導
）
主
任

を
務
め
た
人
物
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
蔡
嘉
興
は
、
一
九
一
九
年
か
ら
二
年
間
同
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校
訓
導
を
務
め
た
あ
と
、
長
老
教
中
学
校

（
（2
（

教
員
に
な
る
た
め
に
一
度
退
職
し
た
が
、

別
の
公
学
校
教
員
と
し
て
復
帰
し
た
の
ち
一
九
四
九
年
か
ら
三
年
間
教
導
主
任
と

な
っ
た
。同
校
卒
業
生
で
林
守
盤
の
教
え
子
だ
っ
た
張
自
流

（
（2
（

も
教
務
主
任
を
務
め
た
。

　　（
四
）　
紀
元
二
千
六
百
年
、
空
襲
、
強
制
疎
開

　
「
沿
革
誌
」
の
「
沿
革
」
項
目
は
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
が
詳
細
で
注
目

さ
れ
る
。
同
年
の
「
紀
元
二
六
〇
〇
年
」
関
連
の
記
事
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て

い
る
（
摘
記
）。

二
月
十
一
日　

紀
元
節
荘
重
ニ
挙
行　

二
六
〇
〇
年
頌
歌
ヲ
歌
フ

六
月
十
九
日　

高
雄
神
社
ニ
テ
挙
行
サ
レ
タ
ル
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
銃
后
奉
公

大
会
ニ
参
列

十
月
十
三
日　

日
独
伊
三
国
同
盟
祝
賀
旗
行
列
市
主
催
ノ
下
ニ
挙
行
サ
レ
四
年
以

上
参
加

十
一
月
十
日　

紀
元
二
千
六
百
年
記
念
式
宮
城
前
苑
ニ
テ
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
出

臨
ノ
上
ニ
開
催
セ
ラ
ル
、
コ
ノ
盛
典
ニ
本
校
長
参
列
セ
ラ
ル　

学
校
ニ
テ
ハ
記
念

式
典
ヲ
挙
行
シ
引
続
キ
築
港
神
社
前
ニ
テ
奉
公
班
ト
共
ニ
式
典
ヲ
行
ヒ　

万
歳
三

唱
、
旗
行
列
ヲ
ナ
ス

　

同
じ
頁
の
記
録
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
祝
賀
行
事
と
並
行
し
て
、
同
年
三
月
に
は
教

員
宿
舎
が
火
災
に
遭
い
、
九
月
に
は
台
風
で
一
部
教
室
が
倒
壊
す
る
な
ど
大
き
な
災

害
に
次
々
見
舞
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

　

一
九
四
三
年
に
海
軍
警
備
府
が
高
雄
に
移
転
し
、
一
帯
が
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
た
。

一
九
四
五
年
二
月
に
は
強
制
疎
開
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
、
同
年
九
月
三
日
に
は
疎
開

地
か
ら
帰
っ
た
教
員
と
学
生
で
授
業
を
再
開
し
た
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

　
「
沿
革
誌
」
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
史
実
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
整
理
、
公

開
し
、
研
究
者
の
今
後
の
利
用
の
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。

西暦 元号 外国人
児童（人）

1929 年 昭和 4 34

1930 年 昭和 5 24

1931 年 昭和 6 26

1932 年 昭和 7 27

1933 年 昭和 8 29

1934 年 昭和 9 23

1935 年 昭和 10 23

1936 年 昭和 11 37

1937 年 昭和 12 45

1938 年 昭和 13 25

1939 年 昭和 14 34

1940 年 昭和 15 40

表3　「沿革誌」記載の外国人児童数

表4　高雄市における全人口と朝鮮籍民，中華民国籍民の人口 　　

全人口
（人）A

A のうち
朝鮮籍

A のうち　
中華民国籍

1927 年 50,351 20 1,210

1934 年 81,582 81 1,995

1935 年 86,848 98 2,428

1936 年 94,017 112 2,941

1937 年 101,173 165 2,004

1943 年 215,145 445 2,221

『台湾常住戸口統計』（台湾総督府官房調査課，各年版），
『台湾戸口統計』（台湾総督府，各年版）をもとに作成
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【
凡
例
】

（
一
）『
打
狗
公
学
校
（
高
雄
第
一
公
学
校
、
高
雄
市
平
和
国
民
学
校
、
高
雄
第
一
国

民
学
校
、
旗
津
国
民
小
学
）
沿
革
誌
』
を
本
稿
で
は
「
沿
革
誌
」
と
略
記
す
る
。

（
二
）
右
上
の
数
字
は
原
本
に
振
ら
れ
て
い
る
通
し
番
号
で
あ
る
。

（
三
）
人
名
を
除
き
、
旧
字
体
、
異
体
字
は
新
字
体
で
表
記
す
る
。

（
四
）
判
読
不
能
箇
所
は
文
字
数
分
の
空
白
を
□
で
記
す
。

（
五
）
文
章
が
削
除
、訂
正
さ
れ
て
い
る
場
合
、削
除
、訂
正
さ
れ
る
前
の
語
を
［　

］

内
に
記
載
す
る
。

（
六
）
翻
刻
部
分
で
の
本
稿
執
筆
者
（
樋
浦
）
に
よ
る
注
記
は
【　

】
内
に
記
す
。

【
翻
刻
】　
『
高
雄
第
一
公
学
校
（
旗
津
国
民
小
学
）
沿
革
誌
』

2 1

順
序

二
〇

一
九

一
八

一
七

一
六

一
五

一
四

一
三

一
二

一
一

一
〇九八七六五 四 三二 一順

序

201 185 165 145 125 112 110 15 12 頁
数

— — — — — — — —

4
頁
数

　
　

学
校
衛
生

　
　

校
地
及
校
舎

　
　
　

卒
業
生

　
　

入
学
及
退
学
児

　
　
　

学
級
及
児
童

　
　
　

職
員

　
　

歴
代
校
長

　
　
　

沿
革
一
般

　

  

叉
其
後
ノ
概
況

　

創
立
当
時
ノ
概
況

項
目

　
　
　

寄
付
金
品

　

其
ノ
他
職
員
宿
舎
等

　
　
　

校
地
校
舎

　
　
　

卒　
　

業

　
　
　

入
学
退
学

　
　
　

児　
　

童

　
　

学
級　

　
　
　

職
員

　
　
　

校
長

　
　
　

職　
　

員

　

沿
革
ノ
一
般
事
項

項
目

摘
要

　

設
立
区
域
、
授
業
料
、

　

創
立
当
時
ノ
事
情
、

摘
要



372

国立歴史民俗博物館研究報告
第 219集　2020年 3月

12

創
立
当
時
ノ
事
情

曽
テ
打
狗
在
住
ノ
内
地
人
ニ
テ
組
織
セ
ル
打
狗
倶
楽
部

ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
国
家
ノ
タ
メ
有
利
ノ
事
業
ヲ
起
コ
サ
ム
ト
倶

楽
部
ノ
寄
付
金
ヲ
以
テ
国
語
普
及
ヲ
図
ル
コ
ト
ト
ナ
リ

打
狗
国
語
伝
習
所
ヲ
設
立
シ
旗
後
街
臨
水
廟
ヲ

校
舎
ニ
充
テ
生
徒
十
四
名
ヲ
集
ム
。　
　
　
　

仍
テ

鳳
山
国
語
伝
習
所
教
諭
橋
本
勝
伸
派
遣
教
授
ヲ

ナ
ス
ニ
次
シ
明
治
三
十
年
六
月
十
四
日
開
校
式
ヲ
挙
行

シ
タ
リ
。

数
ケ
月
ヲ
経
テ
倶
楽
部
員
ニ
異
動
ヲ
生
シ
寄
付
金

モ
亦
豊
ナ
ラ
ズ　

本
島
人
モ
［
亦
］
之
ヲ
翼
賛
ス
ル
モ
ノ
ナ
ク

橋
本
教
諭
自
ラ
資
ヲ
投
ジ
テ
其
ノ
一
部
ヲ
補
ヒ
タ
リ
。

仝
三
十
一
年
二
月
初
メ
テ
本
島
人
林
璣
璋
以
下
ノ
寄

付
金
ア
リ　

生
徒
モ
漸
ク
増
加
シ
テ
三
十
六
名
ト
ナ
レ
リ
。

同
三
十
一
年
七
月
台
湾
公
学
校
令
発
布
セ
ラ
レ
此
ノ

組
織
ヲ
改
メ
三○
十○
一○
年【
和
暦
赤
丸
】

十
月
一
日
打○
狗○
公○
学○
校○【
校
名
赤
丸
】

ヲ　

13

創
立
ス
。

創
立
以
来
学
事
微
々
ト
シ
テ
振
ハ
ズ
当
局
ニ
於
テ
ハ
或
ハ

児
童
ニ
或
ハ
父
兄
ニ
直
接
間
接
ニ
種
々
ノ
奨
励
勧
誘
ニ
努

メ
タ
ル
モ
其
ノ
効
現
ハ
レ
ズ　

即
土
民
未
タ
公
学
校
ノ
効
果
ヲ

観
察
ス
ル
ノ
明
ナ
ク
国
語
ノ
必
要
ヲ
覚
ル
モ
極
一
部
人
民
ノマ

マ

ノ
ミ
ナ
リ
。　

加
フ
ル
ニ
内
外
ノ
船
舶
出
入
シ
交
通
盛
ニ
シ
テ
人
情
軽

薄
風
格
奢
侈
ニ
シ
テ
貧
富
ノ
懸
隔
甚
シ
ク
住
民
ノ
大
部

ハ
水
上
ニ
生
活
ス
ル
漁
夫
ナ
リ
。
更
ニ
不
便
ト
ス
ル
所
ハ
通
学
区

域
ノ
分
離
散
在
セ
ル
コ
ト
ナ
リ
。　

隔
海
ノ
児
童
ハ
極
メ
テ
学
事

ニ
熱
心
ナ
ル
モ
ノ
ヽ
外
ハ
入
学
セ
ズ
。
為
メ
ニ
本
校
児
童
ノ
通
学
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区
域
ハ
唯
七
百
戸
ヲ
有
ス
ル
旗
後
街
ノ
ミ
ノ
状
態
ナ
レ
バ

ナ
リ
。（
明
治
三
十
九
年
末
）

従
来
男
子
ニ
於
テ
サ
ヘ
十
分
ノ
効
ヲ
奏
セ
ザ
リ
シ
カ
バ
女
子
ノ

如
キ
ハ
未
ダ
募
集
ノ
機
ナ
カ
リ
シ
モ
明
治
四
十
年
度
ニ
於
テ

遂
ニ
三
十
二
名
ノ
女
生マ

マヲ
募
集
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
。　

然
ル

ニ
此
ノ
年
ヨ
リ
年
額
一
円
二
十
銭
ノ
授
業
料
ヲ
徴
収
セ
ラ
ル

14

ヽ
コ
ト
ヽ
ナ
リ　

加
フ
ル
ニ
打
狗
ノ
発
展
ト
共
ニ
家
庭
内
副
業
大
ニ
［
加
］

起
リ
タ
ル
タ
メ
女
子
ノ
出
席
日
々
ニ
減
少
シ
遂
ニ
年
度
末
ニ
至
リ
テ
ハ
漸

ク
数
名
ヲ
数
フ
ル
ニ
至
レ
リ
。　

如
斯
状
態
ニ
テ
最
初
父
兄
ト
ノ
間
ニ

約
束
シ
タ
ル
女
教
員
モ
解
雇
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
情マ

マ態
ト
ナ
リ
独
立
教
室

ヲ
モ
女
子
ノ
タ
メ
ニ
与
フ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
遂
ニ
本
年
度
限
リ
再
ビ
影
ヲ
失
フ
ニ

至
レ
リ
。（
明
治
四
十
年
度
末
）

打
狗
港
ノ
繁
栄
ハ
糖
米
ノ
移
出
ニ
由
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。
然
ル
ニ
近
来
此

等
ハ
内
地
ノ
豪
商
ニ
帰
シ
本
島
商
人
ハ
手
ヲ
拱
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。

故
ニ
商
業
ハ
付
近
集
落
ノ
間
ニ
於
ケ
ル
日
用
品
取
引
ノ
ミ
ニ
テ
実
ニ

微
々
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。　

大
部
分
漁
民
ニ
シ
テ
就
学
者
少
ナ
ク　

半
途
退

学
生
モ
多
ク
ハ
雇
人
ト
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。　

卒
業
生
ノ
如
キ
卒
業
後
進
デ

上
級
学
校
ニ
入
ル
モ
ノ
稀
ニ
シ
テ
富
家
ノ
子
弟
ニ
シ
テ
内
地
ニ
留
学
ス
ル
モ
ノ
稀
ニ
ア
リ
。（
明
治
四
十
二
年
度
）

社
会
ノ
進
運
ニ
伴
ヒ
向
学
心
漸
ク
高
マ
リ
本
年
度
ハ
四
学
級

満
員
ト
ナ
ル
ニ
至
レ
リ
。　

曽
テ
勧
誘
ノ
結
果
漸
く
女
生
徒
ヲ
得
テ
遂

ニ
全
滅
ノ
非マ

マ運
ニ
遇
ヒ
タ
ル
ガ
本
年
ハ
自
然
入
学
ト
シ
テ
十
七
名
ノ
女
児
ヲ
得

向
学
心
益
々
発
展
シ
本
年
度
ヨ
リ
新
入
学
児
童
ニ
ハ
毎
年
学
用
品
代
ヲ

前
納
セ
シ
［
モ
］
ム
ル
モ
尚
入
学
志
願
者
収
容
児
童
数
ヲ
超
過
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。

【
青
字
で
和
暦
と
民
国
歴
と
の
対
照
表
】
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15
　
　

沿　

革

年　

月　

日

事
項

明
治
三
十
年
六
月
十
四
日

打
狗
在
住
内
地
人
ノ
組
織
セ
ル
打
狗
倶
楽
部

ニ
テ
寄
付
金
ヲ
集
メ
臨
水
宮
（
燈
台
山
麓
ニ

ア
ル
廟
宇
、
昭
和
十
一
年
築
港
作
業
工
事
ノ
タ
メ
取

毀
サ
ル
）
ヲ
仮
校
舎
ト
シ
テ
国
語
学
校
ヲ
開
設

ス
（
大
正
二
年
ニ
至
ル
十
五
ケ
年
ノ
間
仮
校
舎
ニ
充
ツ
）

明
治
三
十
一
年
十
月
一
日

明
治
三
十
一
年
七
月
台
湾
公
学
校
令
発
布
セ
ラ
レ

∨
公
学
校
正
式
成
立
ス

陳
中
和
氏
外
三
十
一
名
ヲ
得
テ
打
狗
国
語
伝
習
所
ノ
後
ヲ
承

ケ
テ
打
狗
公
学
校
ト
シ
テ
創
立
ス
。

此
ノ
時
ノ
設
立
区
域

大
竹
下
里
ノ
内　

旗
後
街
、
塩

庄
、
中
州
庄

16

興
隆
内
里
ノ
内　

哨
船
頭
街　

塩

埔
庄

　
　
　
　
　
（
打
狗
区
全
部
ナ
リ
）

初
代
校
長
教
諭
橋
本
勝
伸
任
命
サ
ル

明
治
三
十
二
年
二
月

台
南
県
知
事
本
校
ヲ
視
察
ス

明
治
三
十
三
年
十
月
十
日

教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
謄
本
下
賜
サ
ル

明
治
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日

第
一
回
卒
業
生
ヲ
出
ス

明
治
三
十
七
年
一
月
十
五
日

大
竹
里
苓
雅
寮
区
ヲ
本
校
設
置
区
域
ニ
編

入
ス

明
治
三
十
七
年
四
月
一
日

苓
雅
寮
分
校
ヲ
置
ク

明
治
三
十
九
年
八
月

近
藤
森
校
長
依
願
免
本
官

頂
林
子
邊
公
学
校
（
現
林
園
公
学
校
）
長
齋
藤

牧
次
郎
本
校
長
ヲ
命
セ
ラ
ル

明
治
四
十
年
四
月

勧
誘
ニ
依
リ
女
子
三
十
二
名
ヲ
入
学
セ
シ
メ
タ
ル
モ
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退
学
者
相
踵
キ
年
度
中
竟
ニ
全
滅
ト
ナ
ル

明
治
四
十
年
四
月
一
日

苓
雅
寮
分
校　

苓
雅
寮
公
学
校
ト
ナ
ル

苓
雅
寮
区
分
割
ス

明
治
四
十
年
九
月

祝
氏
政
長
本
校
ヲ
視
察
奨
学
金
貮
拾
円

ヲ
寄
贈
セ
ラ
ル

17

明
治
四
十
二
年
四
月
一
日

公
学
校
規
則
改
正
修
業
年
限
ハ
八
箇
年
ト
ナ
ル

明
治
四
十
四
年
四
月

始
メ
テ
自
然
入
学
ト
シ
テ
十
七
名
ノ
女
児
ヲ
得

明
治
四
十
四
年
四
月
十
二
日

隈
本
学
務
部
長
本
校
ヲ
視
察
セ
ラ
ル

【
青
字
で
加
筆
】

註
１
明
治
時
代
至
四
十
五
年　

月
改
年
號
為
大
正
一
年

　

２
大
正
一
年
為
中
華
民
國
元
年

【
加
筆
部
分
終
了
】

大
正
二
年
四
月
一
日

公
学
校
規
則
改
正
修
業
年
限
六
箇
年
ト
ナ
ル

向
学
心
益
々
発
展
シ
本
年
度
ヨ
リ
新
遊
学
児
童
ニ
学

用
品
ヲ
前
納
セ
シ
ム
ル
モ
尚
志
願
者
収
容
児
童
数

ヲ
超
過
ス
ル
ニ
至
レ
リ

本
年
度
末
ニ
至
リ
他
ヨ
リ
千
円
ノ
借
入
金
ヲ
ナ
シ
工
費

六
千
六
百
七
十
円
ニ
テ
平
和
町
一
番
地
ノ
二
十
八
ニ
四
教
室

及
便
所
宿
直
室
ヲ
新
築
ス

大
正
三
年
四
月
一
日

右
校
舎
及
附
属
建
物
落
成
シ
十
五
年
間
余
リ
ノ

仮
校
舎
臨
水
宮
ヨ
リ
此
処
ニ
移
転
ス
。

大
正
四
年
四
月
一
日

小
川
視
学
官
本
校
ヲ
視
察
ス

本
年
度
ニ
於
テ
木
造
平
屋
建
瓦
葺
二
十
坪
ノ
校

長
宿
舎
落
成　

臨
水
宮
廟
内
ヨ
リ
移
転
ス
。

大
正
五
年
九
月

大
石
視
学
官
本
校
ヲ
視
察
ス

木
造
平
屋
建
二
教
室
及
事
務
室
落
成
ス

18

大
正
七
年
十
二
月

平
野
視
学
官
本
校
ヲ
視
察
ス
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大
正
八
年
五
月

太
田
視
学
官
本
校
ヲ
視
察
ス

大
正
九
年
九
月
一
日

地
方
制
度
改
正
セ
ラ
レ
区
域
変
更
ニ
ヨ
リ
旧

域
公
学
校
内
惟
分
離
教
室　

本
校
分
離
教
室
ト
ナ
ル

大
正
九
年
度

平
家マ

マ建
煉
瓦
造
三
教
室
及
便
所
（
北
側
）

木
造
物
置
、
日
覆
体
操
場
ノ
建
築
成
ル

（
煉
瓦
造
三
階
建
ノ
教
室
ハ　

学
事
ニ
尽
力
ス
ル
モ
ノ
多
ク

官
庁
其
他
何
等
ノ
後
援
モ
ナ
ク
二
萬
円
ノ
寄
付
金
ヲ
募
集

シ
之
ニ
依
リ　

増
築
ス
ル
コ
ト
ゝ
ナ
リ
タ
ル
由
。）

大
正
十
年
三
月

小
野
視
学
官
本
校
ヲ
視
察
ス

大
正
十
年
四
月
一
日

校
名
ヲ
高
雄
第
一
公
学
校
ト
改
称
ス

同
日

中
洲
分
教
場
ヲ
設
置
ス

同
日

高
雄
簡
易
商
業
補
習
学
校
ヲ
併
置
ス

大
正
十
年
七
月
一
日

高
雄
第
三
公
学
校
新
設
ニ
ヨ
リ
内
惟
分
教

場
ヲ
同
校
区
域
ニ
編
入
シ
塩

町
山
下

町
方
面
ノ
児
童
ヲ
同
校
ヘ
転
学
セ
シ
ム

大
正
十
年
七
月
三
十
一
日

高
雄
第
二
幼
稚
園
ヲ
併
置
ス

　

大
正
六
年
十
二
月
私
立
打
狗
幼
稚
園
ト
シ
テ
設
立
臨
水

　

宮
内
ニ
開
園
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ン
ア
ル
ガ
地
方
制
度
改
正

　

ニ
伴
ヒ
公
立
高
雄
第
二
幼
稚
園
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。 

大
正
十
年
十
二
月

木
造
堀
建
平
屋
二
教
室
建
築

19

大
正
十
年
十
二
月

中
洲
分
教
場
煉
瓦
玉
石
混
造
瓦
葺
平
家

二
教
室
及
便
所
建
築

大
正
十
二
年
四
月
二
十
一
日

皇
太
子
殿
下
当
地
行
啓
ニ
際
シ
本
校
第
六
学
年
一
学
級
高
雄
第
一
尋
常
高
等
小
学
校

ニ
於
テ
台
覧
授
業
ノ
光
栄
ヲ
擔
フ

大
正
十
二
年
十
月
九
日

齊
藤
牧
次
郎
校
長
病
気
ノ
タ
メ
依
願
免

本
官
ト
ナ
リ
後
任
ト
シ
テ
潮
州
郡
視
学
秋
山

芳
太
郎
本
校
校
長
ヲ
命
セ
ラ
ル



［『高雄第一公学校（旗津国民小学）沿革誌』］……樋浦郷子

377

大
正
十
三
年
六
月

煉
瓦
造
亜
鉛
板
葺
平
家
二
教
室
及
廊
下

建
築
（
北
側
校
舎
）

大
正
十
三
年
十
一
月

煉
瓦
造
亜
鉛
板
葺
平
家
一
教
室
建
築

（
南
側
校
舎
）

大
正
十
三
年
十
一
月
十
二
日

木
造
平
家
造
瓦
葺
職
員
宿
舎
乙
号
二
戸
住
一
棟

丙
号
二
戸
住
一
棟
新
築
（
北
校
舎
）

大
正
十
四
年
五
月
十
九
日

秋
山
芳
太
郎
校
長
病
気
（
腸
チ
フ
ス
）
ノ
タ
メ

死
亡

大
正
十
四
年
七
月
八
日

鳳
山
郡
視
学
萩
本
滿
重
本
校
長
ニ
補
セ

ラ
ル

20

昭
和
三
年
七
月
十
六
日

職
員
宿
舎
木
造
平
家
建
瓦
葺
ニ
戸
住

二
棟
新
築
（
中
宿
舎
）

昭
和
三
年
十
月

本
校
創
立
三
十
周
年
記
念
ト
シ
テ
左
ノ
事
業

ヲ
行
フ

記
念
式

追
悼
式

祝
賀
運
動
会

植
林

昭
和
四
年
二
月
八
日

職
員
宿
舎
丁
号
四
戸
住
一
棟
新
築

昭
和
四
年
八
月

全
島
少
年
野
球
大
会
（
台
北
）
ニ
本
校
選
手
出

場
優
勝
ス　

戦
蹟
次
ノ
如
シ

八
月
三
日　

一
公
3

―
新
竹
1　

八
月
四
日　

一
公
3
―
台
南
0

八
月
五
日　

一
公
16

―
台
中
0

21

昭
和
五
年
八
月

全
島
少
年
野
球
大
会　
　

本
校
選
手
出
場
ス

（
台
北
）　

戦
蹟
次
ノ
如
シ　

惜
ク
モ
優
勝
ヲ
他
ニ
譲
ル

八
月
二
日　

一
公
3
―
台
南
4　
　

一
公
0
―
台
北
4

八
月
三
日　

一
公
3
―
台
中
3　

八
月
四
日　

一
公
3
―
台
東
8　
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昭
和
六
年
四
月
十
三
日

旗
後
国
語
講
習
所
開
設
サ
ル

22

昭
和
九
年
三
月
二
十
三
日

南
側
教
室
二
教
室
煉
瓦
造
平
家
建
瓦
葺
増
築

南
側
便
所
十
坪
増
築

昭
和
九
年
三
月
三
十
一
日

中
央
主
運
動
場
約
一
千
百
坪
ノ
地
上
ゲ
ヲ
ナ
シ

（
盛
土
ニ
ヨ
ル
）
前
面
七
十
五
間
ノ
石
垣
（
北
門
）
及
煉
瓦
塀

ヲ
築
造
ス

　

此
ニ
依
リ
旧
来
ノ
校
舎
ヨ
リ
一
段
低
キ
校
庭
ト
道
路

　

ト
校
地
ノ
境
界　

面
目
ヲ
一
新
ス
ル
コ
ト
ゝ
ナ
ル

昭
和
九
年
四
月
二
十
八
日

本
校
児
童
保
護
者
会
設
立
サ
レ
創
立
総
会
開
催
サ
ル
。

昭
和
九
年
十
月
十
日

高
津
青
年
団
結
団
サ
ル

昭
和
十
年
四
月
一
日

高
雄
商
工
専
修
学
校
ノ
設
立
ニ
伴
ヒ
本
校
併

置
ノ
商
業
補
習
学
校
ハ
同
校
内
ニ
移
転
サ
ル

　
　
　
　
（
高
雄
第
一
小
学
校
内
）

昭
和
十
年
七
月
十
三
日

萩
本
滿
校
長
依
願
本
官
ヲ
免
ゼ
ラ
レ
元

屏
東
郡
視
学
兼
属　

丸
山　

糸
（
当
時
高

雄
州
教
育
課
勤
務
社
会
教
育
事
務
嘱
託
）

本
校
長
ヲ
命
セ
ラ
ル

昭
和
十
年
十
二
月
二
日

新
校
舎
二
階
建
鉄
筋
煉
瓦
々
葺
校
舎
及
校
長
宿

舎
改
築
ノ
工
事
ヲ
起
ス

昭
和
十
年
十
二
月
六
日

高
津
女
子
青
年
団
結
成
サ
ル

昭
和
十
年
三
月
二
十
五
日

校
長
宿
舎
改
築
工
事
竣
ル
（
建
坪
二
十
五
坪
檜
造
面
目
一
新
ス
）

昭
和
十
一
年
四
月
一
日

高
等
科
ヲ
併
置
セ
ラ
レ
四
月
十
一
日
一
学
年
入
学
式

ヲ
挙
行
ス

23

 

右
ハ
昭
和
十
年
四
月
商
業
補
習
学
校
本
校
ヨ
リ
移
転
シ
タ

　

ル
結
果
之
ニ
代
ル
ヘ
キ
機
関
ト
シ
テ
当
地
保
護
者
等
当
局
ニ
設

　

置
方
ヲ
希
望
シ
タ
ル
モ
ノ
ガ
漸
ク
容
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。



［『高雄第一公学校（旗津国民小学）沿革誌』］……樋浦郷子

379

　

但
シ
学
級
ニ
非
常
ニ
無
理
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
中
洲
分
教
場
一
学

　

級
増
ヲ
表
向
高
等
科
ニ
充
ツマ

マル
テ
シ
タ
メ
補
助
教
員
二
名
ノ
中

　

一
名
ヲ
中
洲
勤
務
本
校
ハ
高
等
科
ノ
教
員
ハ
配
置
サ
レ
ザ
ル
コ
ト

　

ゝ
シ
テ
辛
乏マ

マ
ス
ル
コ
ト
ゝ
ナ
ル

昭
和
十
一
年
四
月
三
十
日

新
築
二
階
建
校
舎
四
教
室
及
階
段
一
ヶ
所
落

成
ス
。

校
長
宿
舎
改
築
落
成
五
月
六
日
引
越
ス
。

本
年
度
初
メ
ヨ
リ
教
室
竣
工
マ
デ
教
室
不
足
ノ
為
五
学

年
及
六
学
年
ニ
一
部
二
部
教
授
ヲ
行
フ
。

尚
山
下
金
作
訓
導
短
期
現
役
中
（
四
月
一
日
―
八
月
三
十
一
日
）
三
学
年
全
部

ヲ
三
学
級
二
教
員
ノ
交
互
二
部
教
授
ヲ
行
フ
。

昭
和
十
一
年
四
月
三
日

高
津
少
年
団
高
雄
神
社
ニ
於
テ
結
団
式
挙
行

サ
ル
。

昭
和
十
一
年
四
月
二
十
六
日

当
女
子
青
年
団
々
旗
樹
立
式
ヲ
行
フ
。

昭
和
十
一
年
四
月
二
十
九
日

天
長
節
式
後
男
女
青
年
代
総
会
ヲ
行
フ
。

昭
和
十
一
年
五
月
二
十
六
日

歴
代
校
長
写
真
掲
示
ス
。

昭
和
十
一
年
六
月
十
四
日

市
内
小
公
学
校
児
童
野
球
ニ
優
勝
旗
ヲ
獲
得

昭
和
十
一
年
夏
休
中

職
員
児
童
粘
土
採
集
作
業
ヲ
ナ
ス

昭
和
十
一
年
十
月
十
一
日

体
育
大
会
ヲ
校
庭
ニ
テ
催
ス

昭
和
十
一
年
十
二
月
十
七
日

校
庭
裏
山
排
砂
作
業
ヲ
始
ム
。
相
当
搬
出
セ
ル
モ

完
成
セ
ズ
。
バ
ケ
ツ
ニ
テ
児
童
搬
出
ニ
日
々
当
タ
レ
リ
。

昭
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日

丸
山
校
長
高
雄
州
社
会
教
育
主
事
ニ
補
セ
ラ
レ

後
任
ニ
東
港
公
学
校
長
三
谷
節
本
校
長
ニ

補
セ
ラ
ル

昭
和
十
二
年
四
月
一
日

高
雄
第
一
公
学
校
ヲ
高
雄
平
和
公
学
校
ト
改
称
ス
。

24

昭
和
十
二
年
八
月
三
日

高
雄
市
教
護
連
盟
本
日
堀
江
小
学
校
ニ
テ
発
会
式

挙
行
セ
ラ
ル　

本
校
之
ニ
加
盟
ス
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昭
和
十
三
年
四
月
十
四
日

三
谷
校
長
高
雄
州
視
学
ニ
任
ゼ
ラ
レ
後
任
ニ
屏
東

市
大
宮
公
学
校
長
赤
星
勝
次
郎
本
校
長
ニ

補
セ
ラ
ル

昭
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日

中
洲
分
教
場
独
立
四
月
一
日
ヨ
リ
中
洲
公
学
校
ト
ナ
リ

同
分
教
場
勤
務
職
員
同
校
勤
務
ト
ナ
ル

四
月
二
十
九
日
開
校
式
挙
行
サ
ル
。

昭
和
十
三
年
六
月
十
日

新
校
舎
煉
瓦
及
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
混
造
二
階
建
ヲ

更
ニ
四
教
室
新
建
ス

昭
和
十
三
年
七
月
三
十
日

従
来
卒
業
生
ノ
希
望
者
ノ
ミ
ヲ
以
テ
組
織
セ
ラ
ル
本
男

女
青
年
団
ハ
州
訓
令
ニ
基
キ
二
十
五
才
以
下
ノ
全
卒
業

生
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
ル
コ
ト
ゝ
ナ
リ
其
ノ
拡
充
強
化
ヲ
図
リ

本
日
午
後
八
時
ヨ
リ
入
団
改
組
ヲ
行
ヒ
名
モ
平
和
青

年
団
及
平
和
女
子
青
年
団
ト
改
メ
盛
大
ナ
ル
式

ヲ
挙
行
ス

尚
七
月
三
十
一
日
市
連
合
青
年
団
強
化
報
告
祭
高
雄
神

社
ニ
テ
挙
行
サ
レ
引
続
キ
湊
小
学
校
講
堂
ニ
テ
強
化

宣
誓
式
行
ハ
ル
。

昭
和
十
三
年
九
月
十
日

ヨマ

マリ
州
下
全
青
年
団
鳳
山
飛
行
場
建
設
作
業
ニ
当
ル
コ
ト

ト
ナ
リ
本
団
モ
団
員
二
十
六
名
宛
数
日
交
代
ニ
テ
之
ニ
従

事
ス
ル
コ
ト
ゝ
ナ
リ
各
班
指
導
者
ニ
引
率
サ
レ
真
剣
ニ
其

ノ
作
業
（
本
市
ハ
排
水
溝
掘
リ
中
条
公
学
校
ニ
宿
営
）
ヲ

行
ヒ
十
月
末
日
マ
デ
官
僚

25

昭
和
十
三
年
十
月

　
　
　

開
校
四
十
周
年
記
念
行
事

本
年
開
校
四
十
周
年
ニ
相
当
ス
ル
ヲ
以
テ
学
校

及
保
護
者
合
同
ノ
上
左
記
行
事
ヲ
行
フ

開
校
四
十
周
年
記
念
奉
告
祭

皇
運
武
運
長
久
祈
願
祭
ヲ
高
雄
神
社
ニ
テ
挙
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行　

港
町
渡
船
場
四
年
以
上
男
女
児
童
青
年
団
員

保
護
者
有
志
二
千
余
名
集
合
市
内
行
進
ノ
後
以

上
ノ
行
事
ヲ
行
ヒ　

ツ
イ
デ
西
子
湾
グ
ラ
ン
ド
ニ
テ

三
、
視
閲
及
分
列
式
ヲ
行
ヒ
市
尹
代
理
水
溜
助
役
ノ
視
閲

十
日

四
、
校
旗
樹
立
式　

高
雄
神
社
ニ
テ
奉
告
祭

　
　
　
　
　
　
　
　

校
庭
ニ
テ
宣
誓
式

十
五
日

五
、
遺
家
族
慰
安
学
芸
会

築
港
第
二
ク
ラ
ブ
ニ
テ
通
学
区
内
出
征
応
召
軍
人
家
族

ヲ
招
待
シ
テ
児
童
団
員
学
芸
会
ヲ
開
キ
茶
菓
御
食
応

記
念
ニ　

皇
后
陛
下
御
歌
短
冊
南
師
□
先
生
書
ヲ
贈
ル

十
六
日

物
故
職
員
児
童
卒
業
生
慰
霊
祭

校
庭
ニ
テ
神
式
ニ
ヨ
リ
挙
行

七
、
開
校
四
十
周
年
記
念
式

　

知
事
代
理
州
教
育
課
長
、
市
尹
、
市
内
中
等
学
校
長
小
公

　

学
校
長
、
旧
職
員
、
父
兄
有
志
等
多
数
参
加

　

現
旧
職
員
ニ
記
念
品
贈
呈

八
、
祝
賀
会

九
、
記
念
学
芸
大
会　
　

事
務
室
前
校
庭
ニ
舞
台
ヲ

　
　

作
リ
小
雨
降
ル
中
ヲ
モ
厭
ハ
ズ
決
行
観
客
数
千

　
　

成
績
上
々

十
一
月
六
日

十
、
屏
東
陸
軍
病
院
慰
問

　
　

職
員
児
童
女
子
青
年
団
員
六
十
人
舞
踊
及
劇
（
当
時
西
子
湾
病
院
ナ
シ
）

26

昭
和
十
四
年
九
月
十
四
日

昭
和
十
四
年
月
二
十
二
日
青
少
年
学
徒
ニ
賜
リ
タ
ル
勅
語

ノ
謄
本
本
日
市
役
所
会
議
室
ニ
テ
御
下
賜
相
成
リ

学
校
長
奉
戴
シ
テ
帰
リ
奉
安
ス　

翌
十
五
日
奉
戴
式
ヲ

挙
行
ス

昭
和
十
四
年
九
月
一
日

毎
月
一
日
ヲ
以
テ
興
亜
奉
公
日
ト
定
メ
ラ
ル
（
全
国
）
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本
校
モ
項
目
ヲ
定
メ
テ
九
月
一
日
ヨ
リ
奉
公
ニ
務
ム

昭
和
十
四
年
十
月
十
五
日

本
年
ヨ
リ
男
女
青
年
団
ノ
合
同
体
育
会
ヲ
築
港

グ
ラ
ウ
ン
ド
ニ
テ
分
団
別
対
抗
陸
上
競
技
会
ヲ
開
ク

尚
国
語
講
習
所
モ
合
同
ス

昭
和
十
四
年
十
月
二
十
二
日

学
校
幼
稚
園
合
同
体
育
会
ヲ
開
催
ス

場
所
同
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
ニ
テ
行
フ

昭
和
十
四
年
十
月
三
十
日

高
二
張
自
流
州
知
事
ヨ
リ
優
良
児
ト
シ
テ
表
彰
サ
ル

昭
和
十
五
年
二
月

通
学
区
各
区
ニ
国
語
常
用
連
盟
支
部
結
成
サ
レ
本

校
長
其
ノ
結
成
斡
旋
ヲ
ナ
シ
本
校
ニ
テ
結
成
式
挙
行
サ
ル
。

昭
和
十
五
年
二
月
十
一
日

紀
元
二
千
六
百
年
紀
元
節
荘
重
ニ
挙
行
二
千
六
百
年

頌
歌
ヲ
歌
フ
。

昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日

正
午
校
長
宿
舎
東
隣
四
戸
一
棟
ノ
端
ナ
ル
川
口
甲

虎
生
訓
導
宅
ヨ
リ
出
火
四
戸
共
天
井
裏
等
ヲ
焼
カ

ル　

隣
ノ
山
下
金
作
、
三
浦
定
雄
、
林
守
盤
訓
導
持
物

相
当
厄
災
ヲ
被
リ
タ
ル
モ
誠
ニ
相
済
マ
ヌ
コ
ト
ヲ
ナ
シ
タ
リ
。

州
下
教
職
員
、
父
兄
、
卒
業
生
児
童
ヨ
リ
救
恤
金
ノ
寄
贈

等
ア
リ
。
出
火
原
因
不
明
、
又
起
訴
ニ
至
ラ
ザ
リ
キ
。

昭
和
十
五
年
四
月
五
日

職
員
児
童
節
米
励
行
ノ
趣
旨
協
力
ノ
タ
メ
弁
当
ヲ
総
テ

代
用
食
ト
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
約
二
ヶ
月
ノ
後
之
ヲ
解
ク
。

27

昭
和
十
五
年
六
月
十
九
日

高
雄
神
社
ニ
テ
挙
行
サ
レ
タ
ル
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
銃
后

奉
公
大
会
ニ
参
列

因
ニ
コ
ノ
日
橿
原
神
宮
前
ニ
テ
全
国
大
会
開
催
セ
ラ
レ
タ
リ

昭
和
十
五
年
九
月
三
十
日

前
夜
来
ノ
台
風
ノ
為
ト
タ
ン
葺
仮
教
室
二
室
一
棟
、
三
十
周
年
記
念

水
揚
ポ
ン
プ
室
一
棟
、
幼
稚
園
木
造
仮
教
室
一
棟
倒
壊

モ
怪
我
人
ナ
シ

昭
和
十
五
年
十
月
一
日

国
勢
調
査
施
行　

赤
星
校
長
監
督
委
員
ニ
神
、
林
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藤
田
訓
導
調
査
委
員
ト
ナ
ル

昭
和
十
五
年
十
月
六
日

十
月
二
十
七
日

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
体
育
会
開
催
十
月
六
日
ハ
青

年
国
語
講
習
所
合
同　

十
月
二
十
七
日
ハ
学
校
幼
稚
園
合
同

ニ
テ
開
催
盛
況
。
二
千
六
百
年
記
念
奉
祝
ノ
タ
メ
保
護

社
会
ヨ
リ
児
童
ノ
為
ニ
優
勝
旗
授
与
（
新
調
）
青
年
団
ノ
タ
メ

有
志
ヨ
リ
優
勝
杯
ノ
寄
贈
ア
リ
。

昭
和
十
五
年
十
月
十
三
日

大
政
翼
賛
日
独
伊
三
国
同
盟
祝
賀
旗
行
列
市
主
催
ノ

下
ニ
挙
行
サ
レ
四
年
以
上
参
加

昭
和
十
五
年
十
月
二
十
六
日

高
雄
市
平
和
町
旗
後
町
奉
公
班
結
成
サ
ル

昭
和
十
五
年
十
一
月
十
日

紀
元
二
千
六
百
年
記
念
式
宮
城
前
苑
ニ
テ

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
出
臨
ノ
上
ニ
開
催
セ
ラ
ル
、
コ
ノ
盛
典

ニ
本
校
長
参
列
セ
ラ
ル

学
校
ニ
テ
ハ
記
念
式
典
ヲ
挙
行
シ
引
続
キ
築
港
神
社
前
ニ
テ

奉
公
班
ト
共
ニ
式
典
ヲ
行
ヒ　

万
歳
三
唱
、
旗
行
列
ヲ
ナ
ス
。

コ
ノ
日
本
校
長
及
林
訓
導
表
彰
サ
ル
。

昭
和
十
五
年
十
一
月
十
一
日

前
同
様
祝
典
ア
リ
。
赤
星
校
長
参
列

石
井
訓
導
市
主
催
奉
祝
宴
ニ
出
席
ス
。

コ
ノ
夜
旗
後
平
和
町
奉
公
班
提
灯
行
列
ヲ
行
フ
。

28

昭
和
十
五
年
十
二
月
五
日

故
西
園
寺
公
望
公
（
十
一
月
二
十
四
日
死
去
）
国
葬
ニ
付
遥
弔
式

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
九
日

九
月
三
十
日
倒
壊
ノ
ポ
ン
プ
室
保
護
者
会
ニ
テ
再
興
其
他

大
破
ノ
屋
根
モ
大
部
修
善
サ
ル

昭
和
十
六
年
四
月
一
日

高
雄
市
平
和
公
学
校
ヲ
高
雄
市
平
和
国
民
学
校

ト
改
メ
ラ
ル
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日

太
平
洋
戦
争
勃
発
ス

高
雄
方
面
ヨ
リ
登
校
ス
ル
学
生
ヲ
以
テ
双
葉
国
民
学
校
成
立
ス

昭
和
十
九
年
四
月

戦
争
熾
烈
ト
ナ
リ
空
襲
日
増
シ
激
烈
ト
ナ
リ
旗
後
一
体
ノ
民
衆
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昭
和
二
十
年
二
月

強
制
疎
開
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
、
本
校
モ
亦
寿
国
民
学
校
ニ
疎
開
ス

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日

日
本
帝
国
同
盟
国
ニ
対
シ
テ
無
条
件
降
伏
ヲ
申
出
ル

昭
和
二
十
年
九
月
三
日

本
校
教
員
張
自
流
疎
開
地
ヨ
リ
帰
リ
日
本
人　

教
師
ヲ
指
揮
シ

本
校
ノ
重
要
書
類
ヲ
疎
開
先
ヨ
リ
運
ビ
カ
エ
ル
。
同
時
ニ

カ
エ
レ
ル
学
生
ヲ
集
メ
テ
授
業
ヲ
開
始
ス

光
復
後

民
国
三
十
四
年
十
二
月
一
日

林
守
盤
先
生
接
長
本
校
校
長

校
名
暫
称
為
高
雄
市
立
第
一
国
民
学
校

民
国
三
十
五
年
三
月

旧
制
高
等
科
廃
止
（
停
瓣
）

民
国
三
十
五
年
五
月

創
設
市
立
第
一
初
級
中
学

民
国
三
十
六
年
七
月

市
立
一
中

出
與
市
立
四
中
合
併
成
立
新
市
立
一
中

民
国
三
十
六
年
九
月

林
守
盤
校
長
調
任
三
民
國
校
校
長
遺
缺
代
蔡
栄
霖
先
生

接
充

民
国
三
十
七
年
十
月

挙
行
五
十
周
年
校
慶

民
国
三
十
五
年
九
月
一
日

奉
令
将
校
名
改
為
高
雄
市
旗
津
区
旗
津
國
民
学
校

民
国
四
十
年
三
月
一
日

校
長
蔡
栄
霖
先
生
請
辞
照
准
代
雷
可
南
接
任

民
国
四
十
年
八
月
十
五
日

校
長
雷
可
南
改
調
任
市
立
女
子
中
学
教
員
代
趙
憲
之
接
充

民
国
三
十
七
年
十
月

本
校
少
年
棒
球
参
加
比
賽
得
冠
軍
（
優
勝
）

民
国
三
十
五
年
七
月

光
復
校
舎
及
宿
舎
大
修
理
完
竣

民
国
四
十
三
年
八
月

趙
憲
之
校
長
調
長
楠
梓
國
校
馮
雅
谷
接
第
五

任
校
長

民
国
四
十
五
年
九
月

馮
雅
谷
校
長
調
長
右
昌
國
校 

遺
缺
泯
本
校
教
導
主
任
張
自
流

29

接
充
（
光
復
後
第
五
任
校
長
）

【
以
下
略
】
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歴
代
校
長

官
職
名

資
格

氏
名

生
年
月
日

任
命
年
月
日

退
転
年
月
日

勤
続
年
月

族
籍

備
考

第
一
代

教
諭
・
校
長

公
学
校
甲
種

教
諭

橋
本
勝
伸

慶
応
三
年
二
月

明
治
三
十
一
年
十
月

二
年

熊
本
県
士
族

鳳
山
公
学
校
長
ニ
転
任
ス

第
二
代

教
諭
・
校
長

公
学
校
教
諭

小
学
校
〃

近
藤　

森

明
治
四
年
五
月

明
治
三
十
三
年
二
月
二
日

明
治
三
十
九
年
八
月

六
年
七
月

茨
城
県
士
族

依
願
本
官
ヲ
免
セ
ラ
ル

第
三
代

教
諭
・
校
長

公
学
校
教
諭

齋
藤
牧
次
郎

明
治
九
年
三
月
二
十

九
日

明
治
三
十
九
年
八
月

大
正
十
二
年
十
月
九
日

十
七
年
三
月

岡
山
県
士
族

依
願
免
本
官

第
四
代

教
諭
・
校
長

公
学
校
甲
本

正

秋
山
芳
太
郎

明
治
十
九
年
一
月

十
六
日

大
正
十
二
年
十
月
十
一
日

大
正
十
四
年
五
月
十
九

日

一
年
八
月

群
馬
県
平
民

死
亡

第
五
代

訓
導
・
校
長

公
甲
本
正
小

本
正

萩
本
滿
重

明
治
十
七
年
八
月
七

日

大
正
十
四
年
七
月
八
日

十
年
一
月

福
岡
県
平
民

鳳
山
郡
視
学
ヨ
リ
依
願
免

本
官

第
六
代

訓
導
・
校
長

公
甲
本
正
小

本
正

丸
山　

系

昭
和
十
年
七
月
十
三
日

昭
和
十
二
年
三
月

三
十
一
日

一
年
九

［
四
］
ヶ
月

長
野
県
平
民

州
社
会
教
育
主
事

第
七
代

右
同

公
甲
本
正
小

本
正

三
谷　

節

明
治
二
十
八
年
十
二

月
二
十
四
日

昭
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
十
三
年
四
月
十
四

日

一
年

廣
島
県
平
民

東
港
公
学
校
長
ヨ
リ　

州

視
学
ニ

第
八
代

訓
導
・
校
長

公
甲
本
正
小

本
正

赤
星
勝
次
郎

明
治
二
十
六
年
一
月

十
五
日

昭
和
十
三
年
四
月
十
四
日

隈
本
県
平
民

屏
東
大
宮
公
学
校
長
ヨ
リ　

岡
山
農
業
専
修
学
校
長
ニ　
　

死
亡

第
九
代

校
長

公
甲
本
正
小

本
正

横
山
農
夫
志

明
治
二
十
八
年
五
月

二
日

昭
和
十
六
年
六
月
三
日

昭
和
十
八
年
八
月

三
十
一
日

二
年
三
ヶ
月

高
知
県

屏
東
市
視
学
ヨ
リ　

依
願

免
本
官

第
十
代
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校
長

則
松
信
人

昭
和
十
八
年
九
月

昭
和
二
十
年
九
月

二
年

〃

林　

守
盤

民
国
三
十
四
年
十
二
月
一
日
民
国
三
十
六
年
八
月

一
年
八
ヶ
月

高
雄
市

〃

112

職
員

官
職
名

資
格

氏
名

生
年
月
日

任
命
年
月
日

退
転
年
月
日

勤
続
年
月

族
籍

備
考

雇

（
秀
才
）

呉　

汝
【
さ
ん

ず
い
に
專
】

嘉
永
二
年
二
月
八
日

明
治
三
十
二
年
一
月
十
七
日
明
治
三
十
三
年
十
一
月

二
十
日

一
年
十
月

本
島
人

依
願
解
雇　

マ

　

マ
仔
頭
庄
長

教
諭

公　

教
諭

岡
村
多
聞

明
治
九
年
一
月

二
十
九
日

明
治
三
十
二
年
三
月
二
十
五

日

明
治
三
十
四
年
十
月
一

日

二
年
四
月

熊
本
県
平
民

阿
緱
公
学
校
ヘ
転
出

雇

（
秀
才
）

胡　

秀
峯

安
政
五
年
七
月

二
十
五
日

明
治
三
十
三
年
十
一
月
十
五

日

明
治
三
十
五
年
十
一
月

三
日

二
年
十
月

本
島
人

死
亡

雇

公　

教
諭

山
口
次
郎
作

明
治
元
年
十
月
十
五

日

明
治
三
十
四
年
七
月
十
日

明
治
三
十
五
年
七
月

二
十
三
日

一
年

静
岡
県
平
民

楠
梓
坑
公
学
校
ヘ
転
出
ス

雇

許
翰　

郷

文
久
三
年
十
二
月

明
治
三
十
五
年
三
月

大
正
六
年
十
二
月

二
十
一
日

十
六
年
三
月

本
島
人

依
願
解
雇

教
諭

公　

教
諭

河
原
壽
夫

明
治
五
年
二
月
十
八

日

明
治
三
十
五
年
七
月
二
十
五

日

明
治
三
十
六
年
十
一
月

二
十
二
日

一
年
六
月

北
海
道
平
民

阿
公
店
公
学
校
ニ
転
出
ス

雇

（
廩
生
）

胡　

子
程

明
治
三
年
八
月

二
十
六
日

明
治
三
十
六
年
一
月
十
日

明
治
三
十
七
年
四
月

十
七
日

一
年
四
月

本
島
人

依
願
解
雇

訓
導

公　

訓
導

曽　

計
士

明
治
十
六
年
十
一
月

十
二
日

明
治
三
十
六
年
七
［
六
］
月

二
十
五
日

明
治
四
十
年
八
月

二
十
九
日

四
年
三
月

本
島
人

苓
雅
寮
公
学
校
ヘ
転
出
ス

教
諭

公　

教
諭

佐
藤
與
五
平

明
治
元
年
十
二
月

明
治
三
十
七
年
十
一
月

二
十
九
日

明
治
三
十
七
年
三
月

三
十
一
日

三
月

群
馬
県
平
民

布
袋
公
長
ヨ
リ　

休
職

教
務
嘱
託

小
公　

教
諭

村
山
一
郎

明
治
四
年
十
二
月

明
治
三
十
七
年
十
月

明
治
四
十
年
五
月

二
年
八
月

山
形
県
士
族

解
職

雇

‐

王　

超
英

明
治
二
十
四
年
十
一

月
三
日

明
治
四
十
年
五
月
二
十
九
日
明
治
四
十
三
年
一
月

十
二
日

二
年
九
月

本
島
人

依
願
解
雇　

渡
清

雇

‐

蔡
氏
富
楼

明
治
八
年
九
月
九
日

明
治
四
十
年
五
月
三
十
一
日
明
治
四
十
年
十
一
月

三
十
一
日

八
ヶ
月

本
島
人

依
願
解
雇

教
諭

公　

教
諭

久
場
里
忠

〃
十
一
年
四
月
五
日

明
治
四
十
年
八
月
三
十
日

明
治
四
十
年
十
一
月

四
月

沖
縄
県
士
族

新
店
公
雇
ヨ
リ　

依
願
免

本
官

教
務
嘱
託

公　

教
諭

横
張
常
次
郎

〃
六
年
九
月
五
日

明
治
四
十
年
一
月
二
十
一
日
明
治
四
十
一
年
四
月

四
月

廣
島
県
平
民

依
願
解
雇

113

教
諭

小
公　

教
諭

酒
匂
七
之
助

明
治
十
三
年
十
二
月

二
十
日

〃
四
十
一
年
四
月
八
日

明
治
四
十
二
年
十
二
月

二
十
一
日

九
月

鹿
児
島
県
士
族

員
林
公
学
校
ニ
転
出

教
諭

小
公　

教
諭

吉
川
榮
三

元マ
マ

始
元
年
二
月

四
十
二
年
五
月

明
治
四
十
三
年
四

一
年
一
月

長
崎
県
平
民

蕃
署
寮
公
小
ヨ
リ　

大
湖

公
学
校
ヘ
転
出

五
日

二
十
五
日

月
二
十
日
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雇

‐

播　

財
源

明
治
二
十
六
年
七
月

二
十
三
日

〃
四
十
三
年
一
月
十
二
日

明
治
四
十
三
年
九
月
五

日

九
月

本
島
人

依
願
解
雇

雇

‐

蔡　

添
澎

明
治
二
十
五
年
十
月

一
日

〃
四
十
三
年
九
月
五
日

大
正
二
年
三
月
五
日

二
年
七
月

本
島
人

〃

雇

尋
准
教

清
水
富
哉

明
治
二
十
七
年
五
月

八
日

〃
四
十
四
年
六
月
九
日

明
治
四
十
四
年
九
月

十
八
日

五
月

静
岡
県
平
民

〃

雇

尋
本
正

磯
野
豊
松

明
治
二
十
年
十
月
二

日

〃
四
十
五
年
二
月
二
十
二
日
大
正
元
年
十
二
月

二
十
三
日

十
月

香
川
県
平
民

〃

十
［　

］

教
諭

公　

教
諭

髙
橋
四
郎

明
治
二
十
三
年
十
月

二
十
三
日

〃
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
大
正
二
年
三
月
三
十
一

日

一
年
一
月

群
馬
県
平
民

南
庄
分
校
勤
務

雇

‐

陳　

聰
周

明
治
二
十
八
年
四
月

九
日

大
正
二
年
一
月
六
日

大
正
二
年
八
月
六
日

八
月

本
島
人

依
願
雇
ヲ
免
ス

教
諭

公
乙　

教
諭

伊
藤
淵
龍

明
治
二
十
二
年
十
月

十
日

大
正
二
年
一
月
三
十
一
日

大
正
八
年
三
月
三
十
一

日

六
年
三
月

福
岡
県
平
民

大
稲

第
一
公
ヘ

教
諭

公
甲　

教
諭

矢
野　

守

明
治
二
十
四
年
三
月

二
十
一
日

大
正
二
年
三
月
三
十
一
日

大
正
三
年
三
月

一
年

大
分
県
平
民

雇

陳　

髙
生

明
治
二
十
六
年
三
月

二
十
九
日

大
正
二
年
四
月
二
十
八
日

大
正
四
年
一
月
十
五
日

一
年
十
月

本
島
人

依
願
解
雇

雇

藤
井　

操

明
治
二
十
八
年
九
月

一
日

大
正
三
年
三
月
三
十
一
日

大
正
五
年
四
月
一
日

二
年

岡
山
県
平
民

大
社
公
学
校
勤
務

雇

劉　

世
和

大
正
三
年
五
月
六
日

大
正
六
年
三
月
二
十
日

二
年
十
一
月

本
島
人

依
願
解
雇

雇

尋
本
正

崎
山
用
宣

明
治
二
十
二
年
一
月

六
日

大
正
四
年
一
月
十
九
日

大
正
六
年
四
月
七
日

二
年
二
月

沖
縄
県
士
族

大
社
公
学
校
ヘ

訓
導

公
訓

王　

金
帯

明
治
三
十
一
年
三
月

十
九
日

大
正
五
年
三
月
二
十
九
日

大
正
九
年
六
月
五
日

四
年
三
月

本
島
人

雇

王　

芋

大
正
六
年
四
月
十
三
日

大
正
八
年
三
月
七
日

二
年

本
島
人

114

雇

尋
本
正

那
須
万
亀
太

明
治
二
十
五
年
一
月

七
日

大
正
六
年
六
月
十
二
日

大
正
七
年
三
月
三
十
一

日

十
一
月

岡
山
県
平
民

依
願
解
雇

雇

（
高
女
卒
）

那
須
知
恵

明
治
二
十
九
年
三
月

二
十
九
日

〃

大
正
七
年
一
［
三
］
月
十
七

［
三
十
一
］
日

七
月

〃

〃

雇

中
目
和
久
里

明
治
二
十
二
年
十
二

月
十
一
日

大
正
六
年
九
月
二
十
一
日

大
正
八
年
九
月
三
十
日

二
年
一
月

宮
城
県
平
民

〃

雇

曽　

欽
河

明
治
三
十
一
年
三
月

六
日

大
正
七
年
三
月
一
日

大
正
八
年
三
月

一
年

本
島
人

〃

雇

林
氏
悦
治

明
治
三
十
五
年
五
月

六
日

〃

大
正
八
年
十
二
月

二
十
一
日

二
年

〃

〃

雇

李　

水
達

明
治
三
十
二
年
四
月

十
六
日

大
正
七
年
五
月
九
日

大
正
八
年
三
月
七
日

十
一
月

〃

〃
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雇

荘　

鴻
明

明
治
三
十
六
年
六
月

三
十
一
日

〃

大
正
八
年
三
月
三
十
一

日

十
一
月

〃

〃

雇

蔡　

振
成

明
治
三
十
五
年
九
月

二
十
三
日

〃

大
正
十
一
年
七
月
一
日

三
年
一
月

〃

高
雄
第
三
公
ヘ

教
諭

乙　

教
諭

伊
藤
道
子

明
治
三
十
一
年
五
月

二
十
五
日

大
正
八
年
一
月
十
四
日

大
正
八
年
四
月
一
日

三
年

福
岡
県
平
民

台
北
女
高
普
ヘ

〃

公
甲　

教
諭

中
野
義
一

明
治
三
十
四
年
三
月

□
日

大
正
九
年
三
月
三
十
一
日

大
正
十
年
三
月
三
十
一

日

一
年

和
歌
山
県
平
民

阿
緱
公
ヘ

訓
導

公
乙　

訓

蔡　

南
清

明
治
三
十
二
年
一
月

十
日

大
正
八
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
十
二
年
三
月

三
十
一
日

一
八
年

本
島
人

依
願
免

訓
導

公
乙　

訓

蔡　

嘉
興

明
治
三
十
年
二
月
十

日

〃

大
正
十
［
九
］
年
三
月

二
年

〃

台
南
長
老
教
中
学
教
員

教
諭
心
得

福
間
幸
子

明
治
三
十
五
年
五
月

十
五
日

大
正
九
年
四
月
二
十
三
日

大
正
十
一
年
三
月

三
十
一
日

二
年

熊
本
県
士
族

訓
導
心
得

丙
本
正

荘
氏
烏
【
い
と
へ
ん
に

暇
の
つ
く
り
】［
徴
］

明
治
三
十
五
年
八

［
五
］
月
五
［
十
］
日
〃
四
月
二
十
六
日

大
正
十
四
年
三
月

三
十
一
日

五
年

高
雄
州

幼
稚
園
保
姆
ヘ

〃

郭
氏　

睢

明
治
三
十
五
年
十
一

月
十
日

大
正
八
年
二
月
二
十
八
日

大
正
九
年
三
月
三
十
一

日

三
年

台
南
庁

依
願
免
本
職

〃

施　

震
炎

明
治
三
十
四
年
四
月

一
［
二
十
］
日

〃

一
年
一
月

高
雄
州

115

訓
導
心
得

許　

火
龍

明
治
三
十
七
年
一
月

二
十
日

大
正
九
年
二
月
二
十
八
日

大
正
十
年
七
月
一
日

一
年
六
月

高
雄
州

高
雄
第
三
公
ヘ

〃

葉
氏　

陶

明
治
三
十
八
年
五
月

二
十
五
日

〃

大
正
十
年
七
月
一
日

一
年
六
月

〃

〃

〃

呉　

石
桂

明
治
三
十
五
年
七
月

十
四
日

大
正
九
年
四
月
二
十
六
日

大
正
十
年
三
月
三
十
一

日

九
月
［
一
年

四
月
］

苓
雅
寮
公
ヘ

訓
導

林　

守
盤

明
治
三
十
七
年
十
月

十
八
日

【
一
行
す
べ
て
削
除
線
】

蔡　

振
輝

大
正
九
年
七
月
三
十
一
日

大
正
十
年
四
月

九
月

教
諭

公
乙　

教
諭

岡
部
松
五
郎

明
治
十
七
年
十
二
月

十
日

大
正
八
年
三
月
三
十
一
日

大
正
八
年
十
二
月

九
月

台
南
女
子
公
普
ヨ
リ　

六

甲
公
長
ヘ

訓
導
心
得

謝　

永
發

明
治
三
十
二
年
十
二

月
二
十
五
日

大
正
九
年
十
二
月
二
十
八
日
大
【
マ
マ
】
十
一
年
三
月

三
十
一
日

一
年
三
月

高
雄
州

依
願
免

教
諭

公
甲　

教
諭

福
山
敬
介

明
治
二
十
九
年
一
月

二
十
三
日

大
正
十
年
三
月
三
十
一
日

大
正
十
二
年
三
月

二
十
八
日

二
年

山
口
県
平
民

小
竹
公
学
校
長
ヨ
リ　

高

雄
三
公
長
ヘ

訓
導

公
甲　

訓

古
賀　

薫

明
治
三
十
年
八
月
四

日

〃

二
年

福
岡
県
士
族

小
池
角
公
ヨ
リ　

依
願
免

本
官

訓
導

公
乙　

訓

呉　

清
順

明
治
三
十
三
年
十
月

一
日

〃

九
年

高
雄
州

岡
山
郡
苗
港
口
分
ヘ

訓
導

公
乙　

本
正

播　

圭
尿

明
治
三
十
五
年
九
月

十
二
日

〃

昭
和
十
四
年
三
月
末

十
八
年

〃

依
願
免

？
【
マ
マ
】

日
高
辰
□

昭
和
【
マ
マ
】
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欧　

清
石

〃

教
諭
心
得

本
永
朝
鶴

明
治
三
十
一
年
十
一

月
十
五
日

大
正
十
年
五
月
十
四
日

大
正
十
一
三
月
三
十
一

日

八
月

沖
縄
県
士
族

御
用
済
ニ
ツ
キ
免
職
【
解

雇
】

准
訓
導

乙
准
教

大
正
十
年
三
月
三
十
一
日

大
正
十
三
年
五
月
十
三
日

二
年
二
月

第
二
幼
稚
園
保
姆
ヘ

呉
朱
氏
笑

明
治
三
十
五
年
一
月

十
五
日

大
正
十
四
年
三
月
三
十
一
日

大
正
十
五
年
五
月
十
三
日

一
年

高
雄
州

依
願
本
官
ヲ
免
ス

嘱
託

永
井
哲
一

明
治
二
十
二
年
十
月

八
日

大
正
十
年
五
月
十
日

大
正
十
一
年
五
月
十
日

八
月

大
阪
府
平
民

御
用
済
解
雇

教
諭
心
得

蔡
戴
氏
月

明
治
三
十
三
年
八
月

十
日

大
正
十
年
三
月
三
十
一
日

大
正
十
二
年
三
月

三
十
一
日

二
年

高
雄
州

依
願
本
職
免
ス
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教
諭

公
乙
教
諭

李　

源
興

明
治
三
十
四
年
二
月

十
八
日

大
正
十
［
一
］
年
三
月

三
十
一
日

大
正
十
一
年
三
月

三
十
一
日

一
年

台
南
州

依
願
本
［
職
ヲ
免
ス
］
官

免
【
マ
マ
】

教
諭

公
甲
教
諭

石
上
金
治

明
治
二
十
四
年
二
月

十
八
日

大
正
十
年
四
月
二
十
八
日

大
正
十
年
七
月
一
日

三
月

群
馬
県
平
民

東
石
港
公
ヨ
リ　

高
雄
三

公
ヘ

訓
導
心
得

曽
氏
翠
霞

明
治
三
十
八
年
九
月

十
八
日

大
正
九
年
五
月
七
日

大
正
十
年
七
月
一
日

一
年
三
月

高
雄
州

高
雄
三
公
ヘ

教
諭
心
得

赤
澤
ヤ
エ
子

明
治
三
十
四
年
三
月

十
二
日

大
正
十
年
六
月
二
十
八
日

大
正
十
一
年
三
月

三
十
一
日

九
ヶ
月

大
阪
府
平
民

依
願
本
職
ヲ
免
ス

訓
導

公
甲
本
正

野
田
春
吉

明
治
二
十
九
年
十
二

月
七
日

大
正
十
一
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
三
年
三
月
三
十
一

日

六
年

佐
賀
県
平
民

湖
西
公
ヨ
リ　

恒
春
第
一

公
ヘ

訓
導

公
甲
訓
導

屋
嘉
喜
代

明
治
二
十
八
年
四
月

十
一
日

大
正
十
一
年
四
月
十
八
日

大
正
十
二
年
三
月

三
十
一
日

十
一
月

沖
縄
県
士
族

第
三
公
ヘ

訓
導

公
甲
本
正

小
倉
房
二

明
治
二
十
四
年
四
月

二
十
六
日

大
正
十
二
年
三
月
三
十
一
日
大
正
十
二
年
九
月
二
日

六
月

茨
城
県
平
民

台
北
師
範
訓
導
ヨ
リ　

台

南
師
範
教
諭
ヘ

訓
導

公
甲
本
正

藤
本　

堅

明
治
三
十
二
年
十
二

月
二
十
日

大
正
十
二
年
三
月
三
十
一
日
大
正
十
三
年
三
月

三
十
一
日

一
年

兵
庫
県
平
民

鳳
山
公
ヨ
リ　

楠
梓
公
ヘ

訓
導

公
甲
本
正

田
中　

修

明
治
三
十
六
年
三
月

三
日

大
正
十
二
年
三
月
三
十
一
日
大
正
十
三
年
三
月

三
十
一
日

一
年

愛
媛
県
平
年

楠
梓
第
二
公
ヘ

訓
導

公
乙　

本
正

安
藤
定
泰

明
治
二
十
九
年
一
月

二
日

大
正
十
二
年
三
月
三
十
一
日

宮
崎
県
士
族

(

教
員
心
得)

訓
導

公
甲
本
正　

小
本
正

堤　

松
市

明
治
三
十
五
年
三
月

二
十
三
日

大
正
十
四
年
四
月
九
日

大
正
十
五
年
六
月

三
十
一
日

一
年
三
月

佐
賀
県
平
民

高
雄
一
小
ヘ

教
・
心

公
乙　

本
正

玉
木
平
次
郎

明
治
五
年
十
一
月

二
十
三
日

大
正
十
二
年
十
二
月
十
五
日
大
正
十
五
年
三
月

三
十
一
日

二
年
四
月

和
歌
山
県
平
民

依
願
本
職
ヲ
免
ス

訓
導

乙
本
正

坂
本
三
男

明
治
三
十
七
年
十
一

月
二
十
四
日

大
正
十
四
年
三
月
三
十
一
日
大
正
十
五
年
五
月
十
五

日

一
年
二
月

長
崎
県
士
族

長
浜
公
ヘ

教
・
心

依
田
一
郎

明
治
四
十
年
七
月
十

日

大
正
十
四
年
五
月
四
日

大
正
十
五
年

福
島
県
士
族

依
願
本
職
ヲ
免
ス

訓
導

乙
［
丙
］
本

正

鄭
蔡
氏
連
籍

明
治
三
十
五
年
三
月

四
日

大
正
十
一
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
二
年
三
月
二
十
五

日

五
年

高
雄
州

〃

訓
導

甲
本
正

南　

元
彦

明
治
三
十
七
年
七
月

九
日

大
正
十
三
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
二
年
七
月
十
九
日

三
年
四
月

京
都
府
平
民

依
願
免
本
官
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教
・
心

中
目　

操

明
治
三
十
八
年
五
月

二
十
日

大
正
十
一
年
四
月
七
日

宮
城
県
平
民

教
・
心

蔡　

振
成

明
治
三
十
五
年
九
月

二
十
三
日

大
正
七
年
四
月
五
日

昭
和
二
年
十
月
五
日

九
年
七
月

高
雄
州

依
願
本
職
ヲ
免
ス

教
・
心

比
嘉
江
治

明
治
三
十
八
年
六
月

二
十
六
日

大
正
十
五
年
二
月
十
五
日

昭
和
二
年
十
二
月
十
五

日

一
年
三
月

沖
縄
県
士
族

〃

訓
導

公
甲
本
正　

小
〃

本
名
賢
雄

明
治
二
十
九
年
一
月

一
日

昭
和
二
年
十
二
月
十
七
日

昭
和
三
年
九
月
六
日

九
月

福
島
県
平
民

高
雄
一
小
ヨ
リ　
　
　
　
　
　

高
雄
一
小
ヘ 

訓
導

乙
本
正

洪　

清
藝

明
治
三
十
七
年
三
月

八
日

大
正
十
五
年
三
月
三
十
一
日

澎
湖
島

×
□
補　

教
諭

坂
本　

貢

明
治
四
十
年
二
月

十
一
日

熊
本
県
平
民

教
・
心

乙
本
正

小
豆
澤
幸
子

明
治
四
十
二
年
三
月

二
十
日

昭
和
二
年
六
月
三
日

昭
和
四
年
八
月
二
十
六

日

二
年
三
月

島
根
県
平
民

高
雄
三
公
ヘ

大
正
九
年
四
月
二
十
六
日

大
正
十
年
三
月
三
十
一
日

一
年

高
雄
州

苓
雅
寮
公
ヘ

訓
導
心
得　

教
心

呉　

石
桂

明
治
三
十
五
年
七
月

十
四
日

大
正
十
三
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
四
年
九
月
二
十
一
日

五
年
六
月

訓
導

乙
本
正　
　

小
本
正

松
垣　

茂

明
治
二
十
六
年
二
月

十
六
日

昭
和
三
年
四
月
三
二
十
九
日
昭
和
五
年
三
月
三
十
一

日

一
年
十
一
月

大
分
県
平
民

昭
和
四
年
四
月
一
日
北
師
研
究

科
ヘ
入
学　

屏
東
公
学
校
ヘ

訓
導

乙
本
正

島
崎
作
郎

明
治
三
十
二
年
二
月

二
十
六
日

昭
和
三
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
五
年
三
月
三
十
一

日

二
年

〃

旗
山
第
一
公
ヨ
リ　

湖
内

第
二
公
ヘ

訓
導

乙
本
正

諸
富
文
子

明
治
三
十
八
年
三
月

二
十
一
日

大
正
十
一
年
四
月
六
日

昭
和
五
年
三
月
三
十
一

日

七
年
十
一
月

福
岡
県
平
民

依
願
免
本
官

教
心
（
訓
導
）
乙
本
正

石
川　

英

明
治
四
十
三
年
四
月

二
十
一
日

昭
和
四
年
十
一
月
九
日

昭
和
七
年
三
月
三
十
一

日

二
年
五
月

沖
縄
県
平
民

依
願
免
本
官

商
補
助
教
諭

松
久
正
喜

明
治
三
十
九
年
六
月

十
三
日

岐
阜
県
平
民

訓
導

甲
本
正　

宮
野
定
雄

明
治
三
十
五
年
六
月

二
十
一
日

昭
和
三
年
九
月
六
日

昭
和
七
年
八
月
三
十
一

日

四
年

新
潟
県
平
民

旗
山
第
一
公
ヨ
リ　

新
園

公
烏
龍
分
ヘ

訓
導

乙
本
正

鐘　

阿
欽

明
治
三
十
三
年
十
月

二
十
一
日

昭
和
四
年
十
一
月
十
七
日

昭
和
八
年
三
月
三
十
一

日

四
年
三
月

新
竹
州

屏
東
公
ヨ
リ　

長
浜
公
ヘ

訓
導

乙
本
正

張　

煥
德

明
治
四
十
二
年
二
月

十
五
日

昭
和
三
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
八
年
三
月
三
十
一

日

五
年

高
雄
州

恒
春
第
二
公
ヘ

118

官
職

資
格

氏
名

生
年
月
日

任
命
年
月
日

転
退
年
月
日

勤
務
年
数

族
籍

備
考

教
心

丸
山
仲
子

明
治
四
十
三
年
二
月

十
八
日

昭
和
七
年
四
月
二
十
三
日

昭
和
八
年
三
月
三
十
一

日

一
年

長
野
県
平
民

高
雄
第
一
幼
稚
園
ヘ

訓
導

甲
本
正　
　

小
本
正

内
田
研
二

明
治
二
十
九
年
三
月

二
十
五
日

昭
和
四
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
八
年
八
月
二
十
六

日

四
年
五
月

佐
賀
県
士
族

東
港
公
ヨ
リ　

新
園
公
校

長
ヘ

訓
導

甲
本
正　
　

小
本
正

山
下　

岦

明
治
三
十
五
年
一
月

十
日

昭
和
五
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
九
年
三
月
三
十
一

日

四
年

鹿
児
島
県
平
民

屏
東
公
ヨ
リ　

屏
東
公
ヘ

訓
導

甲
本
正　
　

小
本
正

村
田
芳
子

大
正
五
年
一
月

二
十
三
日

昭
和
八
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
十
年
三
月
三
十
一

日

二
年

石
川
県
平
民

昭
和
九
年
五
月
九
日
ヨ
リ

休
職
（
病
）
新
店
公
ヘ
復

職
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訓
導

乙
本
正

鐘　

泉
源

明
治
三
十
九
年
二
月

十
七
日

大
正
十
五
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
十
年
九
月
三
十
日

九
年
六
月

高
雄
州

依
願
免
本
官

訓
導

乙
本
正

住
田
豊
義

大
正
二
年
三
月
十
五

日

昭
和
八
年
九
月
一
日

昭
和
十
年
十
一
月

二
十
五
日

二
年
三
月

鹿
児
島
県
平
民

病
死

訓
導

甲
本
正　

吉
田
秀
夫

明
治
四
十
年
一
月

十
五
日

昭
和
二
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
十
一
年
三
月

三
十
一
日

九
年

茨
城
県
平
民

内
惟
公
ヘ

鷹
司
幸
枝

大
正
三
年
六
月
一
日

昭
和
十
年
四
月
九
日

昭
和
十
一
年
三
月

三
十
一
日

一
年

鹿
児
島
県
平
民

瀧
川
公
ヨ
リ　

高
雄
第
一

小
ヘ

野
村　

秀

明
治
三
十
四
年
十
一

月
五
日

昭
和
五
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
十
三
年
三
月

三
十
一
日

八
年

鹿
児
島
県
士
族

湖
内
第
二
公
ヨ
リ　

旗
山

第
一
公
ヘ

伊
坂
亭
乃
助

明
治
四
十
三
年
一
月

十
一
日

昭
和
六
年
□
月
三
十
日

昭
和
十
三
年
三
月

三
十
一
日

七
年

東
京
府
士
族

新
任　

新
東
勢
公

尾
山
充
雄

明
治
三
十
五
年
九
月

十
二
日

昭
和
九
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
十
一
年
八
月

二
十
七
日

二
年
五
ヶ
月

熊
本
県

前
田
ヨ
シ
子

大
正
六
年
二
月
十
三

日

昭
和
十
二
年
四
月
二
十
日

昭
和
十
三
年
三
月

三
十
一
日

一
年

熊
本
県
平
民

社
皮
公
学
校
長　

仕
隆
公

学
校

古
堅
宗
光

明
治
三
十
七
年
十
二

月
二
十
日

昭
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
十
三
年
四
月
一
日

二
年

沖
縄
県
士
族

葉　

綜
祺

大
正
二
年
二
月

二
十
七
日

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
日

昭
和
十
二
年
十
二
月

二
十
七
日

二
年

澎
湖
庁

中
村
謙
三

大
正
四
年
七
月

二
十
二
日

昭
和
十
二
年
九
月
三
十
日

昭
和
十
三
年
十
一
月

二
十
八
日

四
年

栃
木
県
平
民

119

藤
本
東
子

明
治
二
十
二
年
四
月

二
十
二
日

昭
和
十
年
五
月
七
日

昭
和
十
三
年
六
月
五
日

三
年

山
口
県

訓
導

乙
本
正

宮
崎
壽
子

明
治
三
十
九
年
六
月

二
十
日

昭
和
二
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
十
三
年
三
月

三
十
一
日

十
年
半

熊
本
県
平
民

高
三
公
ヨ
リ　

休
職
後
免

訓
導

甲
本
正　

吉
田
隆
太
郎

明
治
四
十
二
年
十
月

二
十
日

昭
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
十
四
年
二
月
六
日

一
年

奈
良
県

依
願
免

市
雇
（
衛
星

婦
）

谷
山　

綾

大
正
元
年
十
一
月

十
七
日

昭
和
十
二
年
七
月
十
日

昭
和
十
四
年
一
月

二
十
二
日

二
年

鹿
児
島
［
缺
］
士
族
湊
小
ヘ

訓
導

乙
本
正

綱
島
操
子

大
正
元
年
十
一
月
四

日

昭
和
七
年
四
月
十
四
日

昭
和
十
四
年
三
月

三
十
一
日

七
年

岡
山
県
平
民

初
メ
教
心　

依
願
免

教
心

西　

正
一

大
正
三
年
五
月
四
日

昭
和
十
三
年
四
月
十
二
日

昭
和
十
四
年
三
月

三
十
一
日

一
年

千
葉
県
平
民

□
任　

依
願
免

市
雇
［
教
心
］

（
事
務
員
）

村
山
拡
子

大
正
十
年
一
月
一
日

昭
和
十
三
年
四
月
八
日

昭
和
十
四
年
三
月

三
十
一
日

一
年

宮
城
県
平
民

依
願

訓
導

乙
本
正

飯
盛
ツ
ル
子

明
治
四
十
四
年
九
月

二
十
五
日

昭
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
十
四
年
九
月
六
日

三
年
半

福
岡
県
平
民

初
教
心　

依
願
免

訓
導

甲
本
正　

成
富
德
治

明
治
三
十
八
年
五
月

二
十
二
日

昭
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
十
五
年
四
月
一
日

三
年

佐
賀
県
平
民

南
師
訓
導　

屏
東
師
範
附

公

湯
川　

清

昭
和
九
年
五
月

昭
和
十
三
年
三
月

四
年

訓
導

乙
本
正

櫻
谷
貫
之
（
入

田
ト
改
姓
）

明
治
三
十
八
年
三
月

四
日

大
正
十
五
［
四
］
年
三
月

三
十
一
日

昭
和
十
五
年
四
月
一
日

十
四
年

兵
庫
県

甲
仙
公
ヨ
リ　

千
歳
公
ヘ
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訓
導

甲
本
正　

川
口
甲
虎
生

大
正
三
年
三
月
十
九

日

昭
和
七
年
八
月
三
十
一
日

昭
和
十
五
年
三
月

三
十
一
日

七
年
七
ヶ
月

三
重
県
平
民

新
任　

三
重
県
ヘ
出
向

訓
導

乙
本
正

王　

加
生

大
正
六
年
七
月
一
日

昭
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
十
五
年
三
月

三
十
一
日

四
年

台
中
州

新
任　

台
中
州
ヘ
出
向

呂
氏
秀
子

昭
和
十
三
年
四
月

昭
和
十
七
年
三
月

教
心

乙
本
正

今
給
黎　

和

大
正
七
年
七
月
九
日

昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
十
五
年
三
月

三
十
一
日

一
年

鹿
児
島
県

旭
公
ヨ
リ　

願
ニ
依
リ
免

教
心

乙
本
正

大
正
八
年
十
二
月
六

日

昭
和
十
二
年
四
月
二
十
四
日
昭
和
十
五
年
三
月

三
十
一
日

三
年

右　

同

初
一
年
市
雇　

願
ニ
依
リ

免

教
心

乙
本
正

大
正
九
年
六
月

二
十
八
日

昭
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
十
五
年
三
月

三
十
一
日

二
年

愛
媛
県
平
民

願
ニ
依
リ
免

市
雇

大
正
十
年
十
二
月

二
十
日

昭
和
十
四
年
四
月
二
十
六
日
同
十
二
月
十
五
日

八
ヶ
月

鹿
児
島
県

願
ニ
依
リ
免

訓
導

甲
本
正　

明
治
三
十
五
年
二
月

二
十
三
日

昭
和
十
四
年
七
月
七
日

昭
和
十
五
年
十
月

三
十
一
日

一
年
四
ヶ
月

岐
阜
県

依
願
免

120

訓
導  ［
甲
本

正
］　　

訓
導

乙
本
正

石
井
榮
次
郎

明
治
三
十
一
年
九
月

十
五
日

昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
十
六
年
三
月

富
山
県

屏
東
公
ヨ
リ

訓
導

甲
本
正　

高
雄　

武

明
治
四
十
一
年
五
月

一
日

昭
和
十
三
年
四
月
四
日

昭
和
十
六
年
三
月

京
都
府

訓
導

甲
本
正　

神　

貞
郎

明
治
三
十
一
年
三
月

二
十
七
日

昭
和
八
年
十
月
十
三
日

昭
和
十
六
年
三
月

岩
手
県

訓
導

甲
本
正　

高
瀬
重
雄

明
治
四
十
年
七
月

十
七
日

昭
和
十
五
年
四
月
九
日

昭
和
十
八
［
九
］
年
三

月

長
崎
県

長
崎
県
ヨ
リ
出
向　

一
時

湊
小
勤
ム
（
死
亡
）

訓
導

甲
本
正　

鈴
木
吉
夫

明
治
三
十
七
年
二
月

十
日

昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
十
六
年
三
月

千
葉
県

訓
導

乙
［
甲
］
本

正

松
本　

曠

明
治
四
十
二
年
三
月

十
日

昭
和
三
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
十
八
［
七
］
年
三

月

熊
本
県

新
任

訓
導

甲
本
正　

林
守
盤
（
松
林

成
守
）

明
治
三
十
七
年
十
一

月
二
十
日

大
正
九
年
四
月
二
十
六
日

昭
和
十
九
年
三
月

高
雄
州

調
阿
蓮
公
学
校
長

訓
導

甲
本
正　

劉　

清
祥

明
治
四
十
五
年
三
月

十
六
日

昭
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
１
６
年
３
月

澎
湖
庁

大
嶼
公
ヨ
リ

訓
導

甲
本
正　

田
中
良
春

明
治
四
十
三
年
十
二

月
十
五
日

昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
１
７
年
３
月

熊
本
県

堀
江
小
ヨ
リ

訓
導

甲
本
正　

近
藤　

賢

明
治
四
十
一
年
九
月

十
五
日

昭
和
十
二
年
七
月
三
十
一
日
昭
和
十
六
年
三
月

愛
媛
県

訓
導

乙
本
正

李
潘
氏
寶

明
治
四
十
年
十
二
月

八
日

昭
和
二
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
十
九
年
三
月

高
雄
州

新
任

訓
導

甲
本
正　

蔡　

榮
霖
（
清

水
榮
）

大
正
二
年
一
月
八
日

昭
和
八
年
三
月
三
十
一
日

昭
和
十
九
年
三
月

高
雄
州

同

〈
民
国
三
五
年
十
一

月
〉【
右
へ
引
き
込
み

線
】

民
国
四
〇
年
三
月

－
－　 

－
－

－
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訓
導

甲
本
正　

神
野
義
焏

明
治
三
十
八
年
三
月

二
十
七
日

昭
和
十
三
年
九
月
末
日

１
６
年
３
月

愛
媛
県

訓
導

甲
本
正　

上
野
三
次

明
治
四
十
五
年
三
月

二
十
一
日

昭
和
十
二
年
九
月
末
日

熊
本
県

（
死
亡
）

訓
導

甲
本
正　

山
下
金
作

大
正
四
年
十
一
月

十
七
日

昭
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
１
９
年
３
月

右　

同

新
任

訓
導

甲
本
正　

三
浦
定
雄

大
正
六
年
六
月

二
十
九
日

右　

同

１
６
年
３
月

鹿
児
島
県

□
□
□
小
学
校

訓
導

甲
本
正　

星　

久
重

大
正
七
年
一
月

二
十
一
日

昭
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
昭
和
十
九
年
三
月

宮
城
県

新
任

訓
導

甲
本
正　

前
田
忠
義

大
正
二
年
十
月
一
日

昭
和
十
四
年
四
月
四
日

１
９
年
３
月

香
川
県

訓
導

甲
本
正　

勝
呂
秀
雄

大
正
八
年
十
一
月
二

日

昭
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
１
９
年
３
月

静
岡
県

新
任

訓
導

甲
本
正　

森　

静
子

大
正
九
年
十
月
十
二

日

昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
１
５
年
３
月

熊
本
県

〃

訓
導

甲
本
正　

松
井
モ
モ
ヨ

明
治
三
十
九
年
八
月

三
十
日

昭
和
十
一
年
十
二
月
二
十
七

日

１
６
年
３
月

福
岡
県

訓
導

乙
本
正

何　

江
都

大
正
十
年
九
月

二
十
四
日

昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
１
７
年
３
月

台
北
州

新
任

訓
導

乙
本
正

大
塚
登
惠

明
治
四
十
四
年
六
月

二
十
四
日

昭
和
十
四
年
九
月
三
十
日

１
６
年
３
月

福
岡
県

訓
導

甲
本
正　

藤
田
重
治

明
治
四
十
四
年
十
二

月
二
十
五
日

昭
和
十
五
年
四
月
三
月
三
十

日

１
６
年
三
月

滋
賀
県

教
心

乙
本
正

竹
内
傳
吉

明
治
四
十
年
八
月

二
十
五
日

昭
和
十
五
年
六
月
十
日

１
８
年
３
月

三
重
県

教
心

甲
本
正　

山
下
と
き

大
正
四
年
一
月
十
二

日

昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
１
９
年
三
月

広
島
県

教
心

乙
准
訓

庭
月
野
清
香

大
正
十
年
十
二
月

二
十
日

昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
二
十
年
八
月

鹿
〈
児
〉
島
県

教
心

甲
准
訓

海
老
名
貞
枝

大
正
八
年
四
月

二
十
三
日

昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
１
７
年
３
月

山
形
県

鳳
山
公
ヨ
リ

市
雇
（
事
務

員
）

李
氏
聰
敏

大
正
十
一
年
十
月

二
十
一
日

昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
民
國
（
３
７
？
）

高
雄
州

市
雇　

衛
生

婦

高
山
小
百
合

明
治
四
十
一
年
九
月

二
十
一
日

昭
和
十
一
年
三
月
十
六
日

十
八
、三

千
葉
県

教
心

甲
本
正　

前
田
忠
彦

昭
和
十
五
年
四
月

昭
和
十
七
年
三
月

鹿
児
島
県

教
心

乙
本
正

松
岡
敏
美

大
正
三
年
九
月
十
五

日

昭
和
十
五
年
十
二
月
二
十
日
１
７
年
３
月

広
島
県
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【
欄
外
】
任

【
欄
外
】
退

122

森
弥
生
ヤ
ヨ
イ

昭
和
十
五
年
四
月

昭
和
二
十
年
八
月

森　

敏

１
８
年
４
［
３
］
月

２
０
年
８
月

倉
橋
仙
子

１
６
年
４
月

昭
和
２
０
年
８
月

張　

瑞
妍

１
７
年
４
［
３
］
月

昭
和
十
九
年
三
月

篠
原
達
亮

１
６
年
４
月

昭
和
十
八
年
三
月

石
川
県

卜
部
耕
平

１
６
年
４
月

昭
和
十
九
［
八
］
年
三

月

佐
々
木
梅
子

昭
和
十
六
年
四
月

昭
和
十
九
年
三
月

渡
（
速
）

１
７
年
４
月

２
０
年
８
月

岡
村

昭
和
十
七
年
四
月

昭
和
二
十
年
八
月

大
利　

栄

昭
和
十
七
年
四
月

昭
和
二
十
年
八
月

長
野
県

宮
本
須
美
子

昭
和
十
八
［
七
］
年
四
月

昭
和
十
九
年
三
月

林
氏
金

昭
和
十
八
［
七
］
年
四
月

民
國
三
十
五
年
八
月

大
月
〇
〇

〃
十
八
年
四
月

昭
和
［
民
國
］
十
九
年

三
月

若
葉
す
め

（
１
６
年
４
月

昭
和
十
七
［
八
］
年
三

月

原
口　

教

昭
和
十
六
年
四
月

昭
和
十
七
［
八
］
年
三

月

木
山
節
子

昭
和
十
六
年
四
月

昭
和
十
八
［
九
］
年
三

月

仲
曽
根
ぶマ

マじ
子

昭
和
十
六
年
三
月

昭
和
十
七
［
八
］
年
三

月

沖
縄

山－
　

下－
　

と－
　

き－

菫　

金
□

１
６
年
４
［
３
］
月

２
０
年
８
月

貝
島
靖
三

１
６
年
４
月

２
０
年
８
月

1 

9 

8 

3 

・
1 

2 

・ 

7　

□
校
訪
問

坂
場　

厚

１
６
年
４
月

１
８
年
３
月
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田
中
善
彦

１
６
年
４
月

２
０
年
８
月

橋
口　

勉

１
６
年
４
月

２
０
年
８
月

佐
々
木
豊
偉

１
６
年
４
月

２
０
年
８
月

扇
原
勝
郎

１
６
年
４
月

１
９
年
３
月

富
山
県

李　

世
武

１
７
年
４
月

民
國
４
０
年
８
月

蔡　

雪
霞

１
７
年
４
月

民
國
３
６
年

潘　

綉
郷

１
７
年
４
月

２
０
年
８
月

顔　

烏

１
８
年
４
月

１
９
年
３
月

王　

阿
銭

１
８
年
４
月

民
４
０
年
３
月

林　

芳
雄

１
８
年
４
月

１
９
年
３
月

（
片
山
壽
）

１
８
年
４
月

２
０
、８

平
野

１
７
年
４
月

１
９
［
８
］
年
３
月

１
８
年
４
月

123

新
田
貞
夫

１
７
年
４
月

１
８
年
３
月

陳　

其
芻

１
９
、４

１
９
、１
０

益
田
〇【

マ
マ
】〇

　

又
吉
盛
一

１
８
、４
、１

歴
代
教
導
主
任
（
光
復
後
）

職
別

資
格

出
生
年
月
日

任
命
年
月
日

退
職
年
月
日

服
務
期
間

籍
貫

備
考

教
導
主
任

楊　

植
芳

民
國
３
４
年
１
２
月

３
４
年
１
２
月

半
月

福
建

調
任
市
府
秘
書

〃

北
師
畢
業

陳　

意

３
５
年
１
０
月

３
５
年
１1

月

二
月

澎
湖
県

調
任
塩

國
校
校
長

〃

南
師
演
習
科

蔡　

栄
霖

３
５
年
１
１
月

３
６
年
８
月

十
月

台
南
市

改
任
旗
山
教
員
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〃

北
師
演
習
科

許　

青
雲

３
６
年
９
月

３
７
年
２
月

半
年

澎
湖
県

改
任
水
産
教
員

〃

厦
門
私
立
双

十
中
學

方　

聖
恩

３
７
年
３
月

３
８
年
９
月

一
年
七
個
月

福
建

調
塩

國
校
教
員

〃

台
北
國
語
学

校

蔡　

嘉
興

３
８
年
９
月

４
１
年
８
月

三
年

高
雄
市

退
休
後
転
任
屏
東
県
山
地

國
校
長

〃

國
校
教
員
検

定
合
格

張　

自
流

１
３
年
１
２
月
９
日

４
１
年
９
月

４
５
年
８
月
３
１
日

四
年

澎
湖
県

調
新
興
國
校
教
導

〃

南
師
旧
制
本

科

蔡　

鳳
鳴

１
４
年
３
月
１
９
日

４
５
年
９
月
１

５
０
年
８
月
２
８
日

五
年

高
雄
市

調
中
洲
國
校
校
長

〃

屏
師

黄　

朝
欽

１
７
年
５
月
５
日

５
０
年
８
月
２
９

５
３
年
８
月

三
年

高
雄
市

調
建
國
國
小
教
導

〃

台
中
師
範
特

師

張　

鵬
翼

１
１
年

５
３
年
８
月
１

５
７
年
９
月

四
年

瀋
陽
市
（
遼
寧
）

調
任
忠
孝
國
小
教
導

〃

中
師

許　

六
富

１
６
年

５
７
年
８
月
１

６
３
年
９
月

六
年

高
雄
市

改
任
春
山
國
小
教
務

教
務
主
任

南
師

許　

亨
通

２
６
年
□
月
５
日

６
３
年
９
月

６
５
年
８
月
１
日

澎
湖
県

〃

鄭　

英
一

６
５
年
８
月
１

６
７
年
８
月
１
日

二
年

訓
導
主
任

蔡　

義
枝

６
６
年
８
月
１

６
７
年
８
月
１
日

一
年
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135

学
級
及
児
童

年
度

学
級
数

児
童
数

男

女

計　
　

備
考

明
治
三
十
一
年

二

三
六

三
六

明
治
三
十
二
年

二

七
七

七
七

明
治
三
十
三
年

三

六
三

六
三

明
治
三
十
四
年

三

一
一
九

一
一
九

明
治
三
十
五
年

三

一
〇
一

一
〇
一

明
治
三
十
六
年

三

一
〇
二

一
〇
二

明
治
三
十
七
年

二

一
一
一

一
一
一

明
治
三
十
八
年

二

一
一
三

一
一
三

明
治
三
十
九
年

二

一
一
九

一
一
九

明
治
四
十
年

三

一
五
四

一
五
四

明
治
四
十
一
年

三

一
二
七

一
二
七

明
治
四
十
二
年

三

一
六
八

一
六
八

明
治
四
十
三
年

三

一
七
四

一
七
四

明
治
四
十
四
年

四

一
九
三

一
五

二
〇
八

136

年
度

学
級
数

男

女

計

大
正
元
年

四

二
〇
二

三
五

二
三
七

大
正
二
年

四

二
二
二

三
六

二
五
八

大
正
三
年

五

二
二
六

六
二

二
八
八

大
正
四
年

五

二
四
五

四
四

二
八
九

大
正
五
年

五

二
七
三

五
五

三
二
八

大
正
六
年

六

二
九
〇

六
二

三
五
二

大
正
七
年

八

三
二
九

八
一

四
一
〇

大
正
八
年

九

三
四
九

一
〇
五

四
五
四

大
正
九
年

一
二

五
〇
七

一
二
〇

六
二
七
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大
正
十
年

一
一

四
四
九

一
一
一

五
六
〇

大
正
十
一
年

一
二

五
一
八

一
四
五

六
六
三

大
正
十
二
年

一
四

五
九
三

一
六
九

七
六
二

大
正
十
三
年

一
四

五
五
七

一
五
一

七
〇
八

大
正
十
四
年

一
四

五
六
八

一
七
五

七
四
三

昭
和
元
年

一
四

五
九
六

二
〇
二

七
九
八

昭
和
二
年

一
五

六
〇
二

二
一
一

八
一
四

昭
和
三
年

一
六

六
一
七

二
三
三

八
五
〇

再
記　

外
国
人　

男
二
五

　
　
　
　
　

 

女
九}

三
四

137

昭
和
四
年

一
六

六
七
三

二
六
六

九
三
九

昭
和
五
年

一
六

六
九
五

三
〇
六
一
、〇
〇
一

〃
一
九　

五}

二
四

昭
和
六
年

一
七

七
五
四

三
二
七

一
、〇
八
一

〃
二
一　

五}

二
六

昭
和
七
年

一
八

七
九
三

三
四
四

一
、一
三
七

〃
二
二　

五}

二
七

昭
和
八
年

一
八

八
〇
九

三
七
四

一
、一
八
三

〃
二
一　

八}

二
九

昭
和
九
年

一
八

七
八
二

三
八
九

一
、一
七
一

〃
一
五　

八}

二
三

昭
和
十
年

一
九

八
五
二

四
五
二

一
、三
〇
四

〃
一
六　

七}

二
三

昭
和
十
一
年

二
一

九
四
五

四
八
一

一
、四
二
六

〃
二
五　

一
二}

三
七

昭
和
十
二
年

二
三

一
、〇
二
一

五
四
八

一
、五
七
九

〃
三
一　

一
四}

四
五

昭
和
十
三
年

二
五

一
、〇
七
三

五
九
九

一
、六
七
二

〃
一
六　

九}

二
五

〃
二
一　

一
三}

三
四

昭
和
十
四
年

二
七

一
、一
七
七
［
五

〇　

五
六
］

六
七
九
［
七
七　

六
六
］

一
、八
五
六
［
五

七　

二
二
］

〃
二
四　

一
六}

四
〇

昭
和
十
五
年

三
〇

一
、三
一
八
［
九四

」
八
一
二
［
七
九

六
］

二
、一
三
二

［
二
、〇
九
〇
］

昭
和
十
六
年

三
〇

昭
和
十
七
年

三
二

昭
和
十
八
年

三
五

昭
和
十
九
年
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138

光
復
後

学
級

男

女

計

三
四
年
度
上
学
期

一
四

四
五
八

三
四
年
度
下
学
期

一
四

四
四
一

二
七
九

七
二
〇

三
五
年　

上
学
期

一
六
五
四
五[

五
四

八]

二
六
三[

三
三

八]

八
八
三

三
五
學
年
下
学
期

一
六

五
四
三

三
三
三

八
七
六

三
六
學
年
上
学
期

一
八

五
五
六

三
七
七

九
三
三

三
六
學
年
下
学
期

一
八

五
二
四

三
三
五

八
五
九

三
七
學
年
上
学
期

二
一

六
〇
八

四
一
七

一
〇
二
五

三
七
學
年
下
学
期

二
一

六
一
三

四
二
八

一
〇
四
一

三
八
學
年
上
学
期

二
三

六
四
二

四
五
〇

一
〇
九
二

三
八
學
年
下
学
期

二
三

六
五
一

四
七
五

一
一
二
六

三
九
學
年
上
学
期

二
六

九
〇
五

四
九
九

一
二
〇
四

三
九
學
年
下
学
期

二
五

七
一
八

五
五
三

一
二
五
一

四
〇
學
年
第
一
学
期

二
九

七
五
〇

五
五
一

一
三
〇
一
内
合
二
班
民
教
班

四
〇
學
年
第
二
学
期

四
一
年
度
第
一
学
期

四
一
年
度
第
二
学
期

【
以
下
略
】
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145

入
学
及
退
学
児
童

入
学

退
学

年
度

新
入

再
入

転
入

計

転
退

事
故
退

死
亡

計

明
治
三
〇

男

三
六

三
六

一

一

女

‐

〃
三
一

男

　

四

四

四

四

女

‐

〃
三
二

男

四
六

四
六

四
四

四
四

女

‐

〃
三
三

男

四
二

四
二

四
九

四
九

女

‐

〃
三
四

男

五
一

五
一

四

四

女

‐

〃
三
五

男

三
八

三
八

五
〇

五
〇

女

‐

〃
三
六

男

四
一

四
一

四
一

四
一

女

‐

〃
三
七

男

三
三

三
三

二
四

二
四

女

‐

〃
三
八

男

二
九

二
九

二
八

二
八

女

‐

〃
三
九

男

四
九

四
九

二
七

二
七

女

‐

〃
四
〇

男

六
六

六
六

五
二

五
二

女

‐

〃
四
一

男

四
一

四
一

三
〇

三
〇

女

‐
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〃
四
二

男

七
六

七
六

二
九

二
九

女

‐

〃
四
三

男

四
六

四
六

三
三

三
三

女

‐

146

年
度

新
入

再
入

転
入

計

転
退

事
故
退

死
亡

計

〃
四
四

男

四
〇

四
〇

三
八

‐

三
八

女

一
七

一
七

三

‐

三

大
正
元

男

五
一

五
一

二
六

‐

二
六

女

二
一

二
一

四

‐

四

〃
二

男

六
五

六
五

二
九

‐

二
九

女

六

六

四

‐

四

〃
三

男

五
七

五
七
コ
ノ
年
マ
デ

再
転
入
不
明

ニ
ツ
キ
新
入

ニ
記
載

三
一

‐

三
一
コ
コ
マ
デ
退
転
死
亡
等
不
明
ニ

ツ
キ
全
部
事
故
退
ト
ス

女

一
三

一
三

一
二

‐

一
二

〃
四

男

五
二

一

五

五
八

三

一
四

‐

一
七

女

九

二

一
一

二

三

‐

五

〃
五

男

五
〇

五

五
五

二

一
二

‐

一
四

女

一
二

一

一
三

四

‐

四

〃
六

男

五
六

七

六
三

四
九

‐

四
九

女

一
五

一
五

五

‐

五

〃
七

男

一
二
〇

二
〇

一
四
〇

三

三
〇

‐

三
三

女

二
九

一
〇

三
九

一

‐

一

〃
八

男

八
六

九

九
五

四

三
三

二

三
九

女

四
〇

五

四
五

一
七

‐

一
七

〃
九
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〃
一
〇

男

二
〇
一

一
二

五
六

二
六
八

二
二
二
五
九[

五
］

‐

二
八
一

女

五
三

九

二
九

五
六

五
六

五
四

‐

八
〇

1

〃
一
一

男

一
〇
〇

四

一
九

一
二
三

三

五
一

‐

五
三

女

四
三

四

一
一

五
八

二
二

一
五

‐

一
七

〃
一
二

男

二
二
五

七

五
五

二
八
七

六
二

［
五
五
］

三
六

二

九
五

女

一
三
五

三

二
三

一
六
一

二
三

二
六

‐

五
七

〃
一
三

〃
一
四

男

九
七

二

一
九

一
一
八

一
二

二
三

‐

三
五

女

四
五

五

五

五
五

五

一
五

‐

二
〇

147

【
欄
外
】

新
入

再
入

転
入

計

転
退

事
故

［
家
］

死
亡

計

〃
一
五

男

一
〇
四

（
六
）

‐

二
三

一
二
七

（
六
）

一
八
三
六
（
二
）

二
五
六
（
二
）

女

五
三
（
一
）

‐

五
五
八
（
一
）

七

一
〇

一

一
八

昭
和
二

男

一
二
〇

五

二
五

一
五
〇

一
七

四
一

（
三
八
）

□

五
八

女

四
五

‐

一
〇

五
五

六

二
八

（
二
七
）

［
一
］

三
四

〃
三

男

一
一
九

（
八
）

四

二
五

一
四
八

（
八
）

一
〇

三
〇

一

四
一

女

五
四
（
三
）

二

一
一
六
七
（
三
）

七

一
一

‐

一
八

〃
四

男

一
三
一

（
八
）

三
二
二
（
三
）

一
五
六

（
八
）

一
七
（
二
）
二
三
（
六
）

二
四
二
（
八
）

女

六
六
（
二
）

‐

七
七
三
（
二
）

六
一
二
（
二
）

‐
一
八
（
二
）

〃
五

男

一
四
三

二
二
八
（
一
）

一
七
三

（
一
）

二
〇
二
七
（
一
）

三
五
〇
（
一
）

女

七
一

一

九

八
一

五

一
五

一

二
一
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〃
六

男

一
三
六

四

四
七

一
八
七

二
五
一
五
（
一
）

三
四
三
（
一
）

女

六
九

一

一
五

八
五

一
八
（
一
）

六

‐
二
四
（
一
）

〃
七

男

一
三
〇

（
四
）

一

三
〇

一
六
一

（
四
）

一
五
二
五
（
二
）

二
四
二
（
二
）

女

六
三
（
二
）

‐

一
三
七
六
（
二
）

一
八

一
四

‐

三
二

〃
八

男

一
四
四

（
三
）

一

三
〇

一
七
五

（
三
）

二
六
二
九
（
三
）

一
五
六
（
三
）

女

七
四
（
二
）
二
（
一
）
一
九
（
一
）
九
五
（
四
）

九

一
九

一

二
九

〃
九

男

一
二
八

（
五
）

一

二
七

一
五
六

（
五
）

一
九

二
二

一

四
二

女

六
二
（
一
）

一

一
三
七
六
（
一
）

一
六
（
一
）
五
（
二
）

一
二
二
（
三
）

〃
一
〇

男

一
八
三

（
四
）

三
四
二
（
朝

二
［
一
］）

二
二
八
（
朝

一
）（
十
一
）

三
八

二
一

三

六
一

女

一
二
八

（
二
）

一

二
〇

一
四
九

（
二
）

二
二
（
一
）

一
七

一

四
〇

（
一
）

〃
一
一

男

一
六
六

（
八
）

二
六

一

一
九
三

（
八
）

三
七

九

二

四
八

女

一
〇
四

（
四
）

一
六

二

一
二
二

〈
四
）

一
九

五

一

二
五

高
等
科

男

六
二
［
四
］

‐

二

六
四

‐

‐

‐

‐

〃
一
一

女

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

本
科

男

一
八
〇

（
七
）

八

五
四

二
四
二

（
七
）

四
八
（
一
）

一
六

（
一
一
）

二
六
六
（
一二

）

〃
一
二

女

一
一
三

（
三
）

三

二
二

一
三
八

（
三
）

二
九
（
一
）
一
五
（
五
）

‐

四
四

（
六
）

高
等
科

男

四
〇

（
一
九
）

‐

一
四
一
（
一
）

上
へ
六
一

一
四

‐

二
一

〃
一
二

女

一
九

‐

‐

一
九

二

七

‐

九

本
科

男

二
〇
三

八

四
九

二
六
〇

五
三
［
上

へ
七
］

一
四

‐

六
七
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〃
一
三

女

一
三
五

‐

二
三

一
五
八

一
八

八

‐

二
六

高
等
科

男

五
三
（
二
）

‐

二
五
八
（
二
）

上
ヘ
七

七

‐

一
四

〃
一
三

女

一
二

‐

‐

一
二

一

三

‐

四

（
欄
外
）

新
入

再
入

転
入

計

転
退

事
故

死
亡

計

148

本
科

男

二
一
四

（
五
）

一
六
〇
（
三
）

二
七
五

（
八
）

三
三
（
一
）

七

一

四
一

（
一
）

〃
一
四

女

一
四
五

（
五
）

‐

二
六

一
七
一

（
五
）

二
七

六

一

三
四

高
等
科

男

六
九
（
一
）

‐

一
七
〇
（
一
）

上
ヘ
一
四　二

九

‐

三
五

〃
一
四

女

九

‐

‐

九

一

‐

‐

一

【
以
下
余
白
】
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165

卒
業
生

回
数

年
度

男

女

計

摘
要

一

明
治
三
五
年

五

‐

五

二

明
治
三
六
年

二

‐

二

三

明
治
三
七
年

二

‐

二

四

明
治
三
八
年

二

‐

二

五

明
治
三
九
年

六

‐

六

六

明
治
四
〇
年

五

‐

五

七

明
治
四
一
年

二

‐

二

八

明
治
四
二
年

一
二

‐

一
二

九

明
治
四
三
年

四

‐

四

一
〇

明
治
四
四
年

五

‐

五

一
一

大
正
元
年

一
〇

‐

一
〇

一
二

大
正
二
年

一
四

‐

一
四

一
三

大
正
三
年

一
九

‐

一
九

一
四

大
正
四
年

二
一

‐

二
一

166

回
数

年
度

男

女

計

一
五

大
正
五
年

二
〇

三

二
三

一
六

大
正
六
年

三
三

七

四
〇

一
七

大
正
七
年

三
六

四

四
〇

一
八

大
正
八
年

三
〇

六

三
六

一
九

大
正
九
年

二
六

一
〇

三
六

二
〇

大
正
一
〇
年

二
四

九

三
三

二
一

大
正
一
一
年

四
〇

一
一

五
一

二
二

大
正
一
二
年

七
七

二
二

九
九

二
三

大
正
一
三
年

六
五

一
九

八
四

二
四

大
正
一
四
年

七
一

一
四

八
五

二
五

昭
和
元
年

九
〇

一
九

一
〇
九

二
六

昭
和
二
年

七
三

二
二

九
五

二
七

昭
和
三
年

八
二

二
八

一
一
〇

二
八

昭
和
四
年

九
〇

二
一

一
一
一

二
九

昭
和
五
年

八
三

三
八

一
二
一

167

回
数

年
度

男

女

計

三
〇

昭
和
六
年

八
七

三
四

一
二
一

三
一

昭
和
七
年

一
一
七

三
五

一
五
二

三
二

昭
和
八
年

一
二
〇

三
七

一
五
七

三
三

昭
和
九
年

一
〇
六

五
〇

一
五
六

三
四

昭
和
一
〇
年

一
二
二

五
五

一
七
七

三
五

昭
和
一
一
年

一
二
一

六
〇

一
八
一

三
六

昭
和
一
二
年

一
二
一
［
一
一

七　

一
二
一
］

五
四

一
七
五

（
高
一
）

高
等
科
五
〇

‐

五
〇

三
七

昭
和
一
三
年

一
四
五

六
七

二
一
二

（
高
二
）

二
六

七

三
三

三
八

昭
和
一
四
年

一
二
二

五
八

一
八
〇

（
高
三
）

四
〇

一
〇

五
〇

三
九

昭
和
一
五
年

一
七
四

一
〇
八

二
八
二

（
高
四
）

四
七

五

五
二

四
〇

昭
和
一
六
年

一
五
〇

九
一

二
四
一

（
高
五
）

五
三

四

五
七

四
一

昭
和
一
七
年

一
九
六

一
〇
五

（
高
六
）

四
六

三

四
二

昭
和
一
八
年

二
一
二

一
三
九
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（
高
七
）

七
四

一
四

四
三

昭
和
一
九
年

五
四

四
七

（
高
八
）

四
六

六

計

三
一
七
八

一
二
二
二

四
、四
〇
〇

180　

校
地
及
校
舎
並
附
属
建
物

　
　

明
治
二
一
年
創
立
当
初
ヨ
リ
大
正
二
年
度
末
マ
デ
約
一
五
ヶ
年

　
　

ノ
間
燈
台
山
麓
臨
水
宮
ヲ
仮
校
舎
ニ
充
当
ス
。

　
　

職
員
宿
舎
モ
同
宮
内
ニ
造
作
ヲ
施
シ
【
空
白
】
戸
ヲ
構
ヘ

　
　

大
正
二
年
度
ニ
至
リ
他
ヨ
リ
二
千
円
ノ
借
入
金
ヲ
ナ
シ
工
費
六
千
六
百

　
　

七
千
円
ニ
テ
平
和
町
【
空
白
】
ニ
地
ヲ
相
シ
四
教
室
又
便
所
宿
直

　
　

室
ヲ
新
築
ス

　
　

大
正
四
年
度
ニ
至
リ
校
長
宿
舎
ヲ
新
築
シ
臨
水
宮
ヨ
リ
移
転
ス

　
　

大
正
六
年
度
ニ
於
テ
二
教
室
及
事
務
室
ヲ
増
築
ス
。

　
　

大
正
九
年
度
ニ
於
テ
平
屋
建
煉
瓦
造
三
教
室
及
便
所

　
　

物
置
、
日
覆
体
操
場
ノ
建
築
成
ル
。

　
　

以
上
ノ
建
築
物
ヲ
表
示
ス
レ
バ
次
ノ
如
シ

　
　
　

爾
後
ノ
変
動
ニ
就
キ
テ
ハ
説
明
ヲ
略
シ
表
示
ス
ル
コ
ト

　
　
　

ゝ
ス
。
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校
舎
及
附
属
建
物

種
別

建
物
種
類

建
坪

価
格

竣
工
年
月
日

教
室

木
造
瓦
葺
煉
瓦
造
平
家
建
四
教

室

一
三
〇
〈
坪
〉、
〇

（
小
使
室
七
二
〇
）

大
正
二
年
三
月

〇

宿
直
室
兼
小

使
室

〃　

一
棟

九
、〇

□
壊

便
所

〃　

一
棟

一
二
〈
坪
〉、
五

}

六
、六
七
〇

〃　

〃

教
室

〃　

二
教
室

一
〇
〇
〈
坪
〉、
二
五
六
、九
〇
六
〈
円
〉、
八〇

大
正
六
年
度

事
務
室

　
　
　

一
室

教
室

煉
瓦
建
瓦
葺
平
家
三
教
室

八
三
、五

一
七
、六
五
七
、五
〇

大
正
九
年
度

大
正
一
一
年
一
月
一
三
日
引
継
交
市
役
所

便
所

木
造
瓦
葺
煉
瓦
造
平
家
建
一
棟

〇

廊
下
共

物
置

〃　

一
棟

二
三
、七
五

四
、七
五
〇
、〇
〇

〃　

昭
和
十
三
年

腐
蝕
倒
壊
×

日
覆
体
操
場

木
造
吹
板
屋
根
土
居
葺
平
家

七
〇
、〇
〇

三
、〇
一
〇
、〇
〇

〃

〇

教
室

木
造
土
居
葺
平
家
仮
二
教
室

五
二
、〇
〇

二
、〇
〇
〇
、〇
〇

大
正
十
年
二
月

一
教
室
□
壊
光
復
後
修
理　

一
教
室
瓦
葺
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昭
和
十
五
年

九
月
三
〇
日

暴
風
倒
壊
×

教
室

〃　

〃

五
〇
、〇
〇

二
、四
三
〇
、〇
〇

大
正
十
一
年
四
月
十
六
日

〇

教
室

煉
瓦
造
亜
鉛
葺
平
家
二
教
室
及

廊
下

六
三
、二
五

五
、六
一
五
、一
〇

大
正
十
三
年
六
月

光
復
後
修
復
以
為
瓦
葺

〇

教
室

〃　

一
教
室

二
七
、五

二
、七
〇
〇
、〇
〇

大
正
十
三
年
十
一
月

〇

教
室

〃　

一
教
室

二
七
、五

二
、七
九
〇
、〇
〇

昭
和
三
年
三
月
二
十
三
日

〇

教
室

〃　

一
教
室
廊
下
共

三
八
、五

四
、四
〇
〇
、〇
〇

昭
和
三
年
十
二
月
九
日

〇

教
室

煉
瓦
造
平
家
建
瓦
葺
二
教
室

五
五
、〇

四
、五
六
一
、九
二

昭
和
九
年
三
月
二
十
三
日

182

〇

便
所

木
造
平
家
瓦
葺
、
増
築

一
〇
〈
坪
〉、
〇
一
、五
〇
九
〈
円
〉、
三七

昭
和
九
年
三
月
二
十
三
日

井
戸

煉
瓦
造
モ
ル
タ
ル
壁
流
場
及
ポ

ン
プ
附

一

二
〇
五
、〇
〇

昭
和
八
年
七
月
二
五
日

門
及
階
段

人
造
石
洗
出
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
モ
ル
タ
ル
塗
。

一
三
一
、〇
〇

昭
和
〈
民
國
〉
九
年
三
月
三
十
一
日

煉
瓦
塀

七
五
間

四
四
四
円

〃　
　
〈
民
國
二
三
〉
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中
洲

×

教
室
及
便
所

煉
瓦
□
石
混
合
造
瓦
葺
平
家　

二
教
室　

一
棟

六
〇
、七
三

四
、一
八
五
、〇
〇

大
正
十
年
十
二
月

教
室

煉
瓦
及
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
混

造

一
六
二
〈
坪
〉、
五
四

二
二
、六
〇
七
〈
円
〉、

〇
〇

昭
和
十
一
〈
民
國
二
五
〉
年
四
月
十
六
日

二
課
建
階
段
共
、
四
教
室

右
同

教
室

二
階
建　

四
教
室

一
四
〇
〈
坪
〉、
〇
三

二
二
、四
八
五
、九
四

昭
和
十
三
〈
民
國
二
七
〉
年
六
月
十
日

木
造
平
家
三
教
室　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
〈
坪
〉、
〇
〇

五
一
三
二
、九
七

昭
和
十
六
〈
民
國
三
十
〉
年
八
月
七
日

木
造
平
屋
セ
メ
ン
ト
瓦
葺　

七

教
室

一
七
五
、〇
〇

二
二
、三
三
五
、二
〇

昭
和
十
七
〈
民
國
三
一
〉
年
九
月
四
日

煉
瓦
造
瓦
葺
元
幼
稚
園

五
三
、一
四

四
七
〇
一
、三
一

大
正
十
四
年
十
一
月

【
以
下
略
】
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185

職
員
宿
舎
及
建
物

種
別

建
物
種
類

数
量

価
格

竣
工
年
月
日

枝
長

［
宿
舎
］

［
木
造
平
家
瓦
葺
］

［
二
〇
〈
坪
〉、
二
二
］

［
一
、八
六
五
円
］

大
正
四
年
度

昭
和
十
一
年
三
月
二
十
五
日
改
築
【
赤
字
】

宿
舎

〃
丁
号
四
戸
住
一
棟

四
〇
、〇
〇

四
、九
〇
〇

昭
和
四
年
二
月
八
日

宿
舎

〃
乙
号
二
戸
住
一
棟

四
、九
四
一

〃
丙
号
二
戸
住
一
棟

五
四
、二
五

大
正
十
三
年
十
一
月
十
二
日

宿
舎

〃　

二
戸
住
一
棟

六
〇
、〇
〇

七
〇
、七
〇

昭
和
三
年
七
月
十
六
日

校
長
宿
舎

〃

二
五
、〇
〇

二
、九
一
七
〈
円
〉、

二
五

昭
和
十
一
年
三
月
二
十
五
日
改
築

煉
瓦
塀
モ
ル
タ
ル
塗
裏
木
戸
附

二
三
間
五

三
七
六
円

〃

門　

レ
ン
ガ
造
人
造
石
塗
木
扉

附

一
基

四
五
円

〃

竹
垣　

柱
形
丸
太
竹
垣
レ
ン
ガ

造
土
留
附

一
二
間

九
〇
円

〃

袖
垣　

竹
垣
木
扉
附

七
間
五

三
九
円

〃

日
覆　

竹
庇

四
間

一
八
円

〃
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（
1
）   

一
八
九
八
年
台
湾
公
学
校
令
（
同
年
勅
令
第
一
七
八
号
）、
一
九
一
九
年
第
一
次
台
湾
教
育

令
（
同
年
勅
令
第
一
号
）、
同
二
二
年
第
二
次
台
湾
教
育
令
（
同
年
勅
令
第
二
〇
号
）
に
基
づ

き
台
湾
総
督
に
規
定
さ
れ
た
諸
規
則
を
通
じ
て
就
学
年
数
、
教
科
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
な

お
第
二
次
台
湾
教
育
令
で
は
台
湾
人
で
は
な
く
「
国
語
ヲ
常
用
セ
サ
ル
者
」
を
教
育
の
対
象

と
位
置
づ
け
た
。
少
数
だ
が
公
学
校
に
在
学
す
る
日
本
人
、
小
学
校
（「
国
語
ヲ
常
用
ス
ル
者
」

対
象
校
）
に
在
学
す
る
台
湾
人
も
存
在
し
た
。「
義
務
教
育
」
で
は
な
く
、
授
業
料
が
徴
収
さ

れ
た
。
先
住
民
の
居
住
す
る
特
別
行
政
区
に
は
、
異
な
る
簡
易
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
公
学
校

分
教
場
や
教
育
所
が
設
置
さ
れ
た
。

（
2
）　

新
井
淑
子
「
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
戦
時
下
の
玉
川
国
民
学
校
と
平
和
国
民
学
校
の
実
態
」

『
埼
玉
大
学
紀
要
』
五
六
巻
二
号
、
埼
玉
大
学
教
育
学
部
、
二
〇
〇
七
年
。

（
3
）　

小
学
校
令
施
行
規
則
（
一
九
〇
〇
年
八
月
二
十
一
日
、
文
部
省
令
一
四
号
）
第
八
九
条
で
学

籍
簿
、
第
九
〇
条
で
出
席
簿
の
編
製
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
四
一
年
国
民
学
校

令
施
行
規
則
で
も
引
き
継
が
れ
た
。
現
行
の
学
校
教
育
法
施
行
規
則
で
は
第
二
十
八
条
に
お

い
て
職
員
の
名
簿
、
出
勤
簿
、
指
導
要
録
な
ど
を
備
え
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）　

永
田
三
男
「
は
し
が
き
」『
藤
沢
市
教
育
史
』
史
料
編
第
六
巻
、
藤
沢
市
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
〇
年
、
は
し
が
き
（
長
田
三
男
執
筆
）、
頁
表
記
な
し
。
柏
木
敦
「
更
級
郡
庄
内
尋
常

小
学
校
」
に
つ
い
て
」『
研
究
資
料
』
二
三
二
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
Ⅲ
頁
。
な
お
こ
れ
ら

の
先
行
研
究
で
は
学
校
備
付
表
簿
の
一
つ
と
し
て
作
成
さ
れ
る
学
校
沿
革
誌
の
ほ
か
、
周
年
記

念
誌
な
ど
も
ひ
ろ
く
「
学
校
沿
革
史
（
誌
）」
と
し
て
把
握
し
、
柏
木
は
広
義
の
「
学
校
沿
革

史
（
誌
）」
の
一
領
域
と
し
て
備
付
表
簿
と
し
て
編
年
体
で
記
載
さ
れ
る
も
の
を
位
置
付
け
て

い
る
。
本
稿
の
対
象
に
は
、
周
年
記
念
誌
類
は
含
ま
ず
、
狭
義
の
（
学
校
備
付
表
簿
と
し
て
の
）

学
校
沿
革
誌
に
限
定
す
る
。

（
5
）　

台
湾
の
学
校
で
備
え
る
べ
き
と
さ
れ
た
表
簿
に
つ
い
て
の
詳
細
は
北
村
ほ
か
「『
新
化
公
学

校
沿
革
誌
』『
新
化
実
業
補
習
学
校
沿
革
誌
』
―
植
民
地
台
湾
の
教
育
史
」（『
北
海
道
大
学
大

学
院
教
育
学
研
究
院
紀
要
』
一
二
六
号
、
北
海
道
大
学
、
二
〇
一
六
年
四
月
）
二
～
三
頁
。

（
6
）　
「
台
湾
小
学
校
及
公
学
校
諸
帳
簿
ニ
関
ス
ル
件
」（
一
八
九
九
年
十
二
月　

内
訓
第
五
十
七

号
）、
台
湾
教
育
会
編
纂
『
台
湾
学
事
法
規　

完
』、
帝
国
地
方
行
政
学
会
、
一
九
二
九
年
改

訂
版（『
日
本
植
民
地
教
育
政
策
史
料
集
成（
台
湾
篇
）』（
第
一
三
巻
、龍
渓
書
舎
、二
〇
〇
七
年
）

所
収
）。

（
7
）　

大
正
十
一
年
二
月
朝
鮮
総
督
府
令
第
八
号
、
普
通
学
校
規
程
、
一
九
二
一
年
、
第
六
九
条
。

　

普
通
学
校
ニ
於
テ
ハ
左
の
表
簿
を
備
フ
ヘ
シ

　

一　

日
誌
、
日
課
表
、
教
授
細
目
、
学
校
一
覧
表
、
教
科
用
図
書
配
当
表
、
校
地
校
舎
の
図
面

　
（
中
略
）　

五　

前
各
号
ノ
外
道
知
事
ノ
必
要
ト
認
ム
ル
表
簿

（
8
）　

昭
和
十
三
年
十
二
月
一
日
道
令
二
九
号
、
小
学
校
規
程
施
行
規
則
第
一
五
条
第
一
項
。

（
9
）　

朝
鮮
で
は
大
韓
帝
国
政
府
か
ら
朝
鮮
総
督
府
に
移
管
し
た
段
階
で
す
で
に
存
在
し
て
い
た
初

等
学
校
（「
併
合
」
後
は
普
通
学
校
と
呼
称
し
た
）
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
ら
が
学
校
沿
革
誌
を

ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
は
大
韓
帝
国
期
の
学
校
の
歴
史
を
叙
述
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
朝

鮮
総
督
府
が
民
族
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
接
近
を
避
け
よ
う
と
し
て
「
沿
革
」
よ
り
も
「
一
覧
」

が
案
出
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）　

藤
井
康
子
『
わ
が
町
に
も
学
校
を
』、
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
、
第
三
章
「
高
雄

街
の
成
立
と
中
等
学
校
誘
致
」。
同
書
「
コ
ラ
ム
１　

高
雄
中
学
校
入
学
の
思
い
出
」
に
は
、

高
雄
第
一
公
学
校
か
ら
高
雄
中
学
校
に
進
学
し
た
卒
業
生
の
回
想
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
興
味

深
い
。
小
学
校
卒
業
生
に
混
じ
っ
て
公
学
校
か
ら
受
験
す
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
の
困
難
で
あ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
11
）　
「
千
円
ノ
借
入
金
ヲ
ナ
シ
工
費
六
千
六
百
七
十
円
ニ
テ
平
和
町
一
番
地
ノ
二
十
八
ニ
四
教
室

及
便
所
宿
直
室
ヲ
新
築
ス
」（「
沿
革
誌
」
通
し
番
号
１
７
頁
）。

（
12
）　

高
雄
市
政
府
教
育
局
「
旗
小
旧
事　

学
校
沿
革　

日
治
時
期
文
献
」http://affairs.kh.edu.

tw
/499/album

/album
_list/31?cat=7　

二
〇
一
九
年
二
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
。

（
13
）　

新
井
淑
子
は
前
掲
論
文
（
注
２
）
で
「
平
和
国
民
学
校
」
の
名
称
を
タ
イ
ト
ル
の
中
で
使
用

し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
主
で
あ
り
、
話
し
手
が
国
民
学
校
期
の
経
験
者
で
あ
る
点
に

か
ん
が
み
れ
ば
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
お
同
論
文
二
二
頁
で
「
打
猫
公
学
校
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
が
「
打
狗
公
学
校
」
の
誤
り
で
あ
る
。

（
14
）　
卒
業
生
が
校
長
と
し
て
着
任
し
た
な
ど
、
連
続
性
が
注
目
さ
れ
る
場
合
は
例
外
的
に

一
九
四
五
年
以
降
も
翻
刻
し
た
。

（
15
）　

大
正
八
年
四
月
、
台
湾
公
立
簡
易
実
業
学
校
官
制
（
勅
令
第
七
〇
号
、
一
九
一
九
年
）
お
よ

び
台
湾
公
立
簡
易
実
業
学
校
規
則
（
府
令
第
四
八
号
）
に
よ
る
。
修
業
期
間
は
最
長
で
二
年
。

（
16
）　

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
台
南
の
新
化
公
学
校
（
現
在
の
新
化
国
民
小
学
）
に
も
み
ら
れ
る
。

両
校
は
国
語
伝
習
所
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。

（
17
）　
「
沿
革
誌
」、
通
し
番
号
１
３
頁
。

（
18
）　 

同
右
。

（
19
）　
『
台
湾
総
督
府
学
事
第
十
二
年
年
報
（
大
正
二
年
）』（
台
湾
総
督
府
民
政
部
学
務
部
、

一
九
一
七
年
）『
台
湾
総
督
府
学
事
第
十
五
年
報（
大
正
五
年
）』（
台
湾
総
督
府
民
政
部
学
務
部
、

一
九
一
八
年
）
掲
載
の
統
計
を
用
い
て
計
算
し
た
。
な
お
、
弘
谷
・
広
川
が
同
じ
学
事
年
報
統

計
を
も
と
に
台
湾
全
体
の
就
学
率
を
算
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
比
す
れ
ば
台
南
州
は
二
～

三
パ
ー
セ
ン
ト
低
い
（
弘
谷
多
喜
夫
・
広
川
淑
子
「
日
本
統
治
下
の
台
湾
・
朝
鮮
に
お
け
る

植
民
地
教
育
政
策
の
比
較
史
的
研
究
」『
北
海
道
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
二
二
号
、
一
九
七
三

年
十
一
月
）。

（
20
）　
「
沿
革
誌
」、
通
し
番
号
１
３
７
頁
。

（
21
）　

四
〇
年
代
に
な
る
と
、
台
北
市
よ
り
も
港
湾
都
市
で
あ
る
北
部
の
基
隆
市
、
南
部
の
高
雄
市

が
朝
鮮
籍
人
口
の
一
位
、
二
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

註
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（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

（
二
〇
一
九
年
二
月
一
三
日
受
付
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
八
日
審
査
終
了
）

（
22
）　

長
老
教
中
学
（
現
在
の
長
榮
高
級
中
学
）
は
、
一
八
八
五
年
に
創
立
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
で
あ
る
。
旗
津
半
島
の
北
端
に
は
、
台
湾
基
督
長
老
教
会
と
し
て
は
最
古
の
旗
後
教

会
が
存
在
す
る
。

（
23
）　

前
掲
新
井
、
三
〇
頁
。


